
・ボウルにザルを重ねクッキングペーパーを敷き、上にヨーグルトを載せる。ラッ
プをして冷蔵庫で一晩水切りする。

1. 水切りヨーグルトをボウルに移し、はちみつを混ぜる。
2. 白桃を洗って皮をむき、種に沿ってカットする。キッチンペーパーで水気をとる。
3. 食パンの耳を切り落とし、片面にマーガリンを塗る。ラップを敷き、その中央
に食パンを１枚置き、①の半量を中央が盛り上がるように載せる。白桃を並べ
て、上から残りの①を載せ、もう１枚のパンで挟み、ラップでしっかりと包んで、
冷蔵庫で30分～１時間ほど冷やす。

　★ポイント！…冷やすことで白桃とヨーグルトが馴染んで、切りやすくなる。
4. 冷蔵庫から取り出して、ラップごとカットし、ミントを添えたら完成！
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自己改革×SDGsの取り組み
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特
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品

晴
れ
び
と
紹
介

特
集

直
売
所
名
物
を
食
べ
よ
う

家
庭
菜
園

晴
れ
ば
れ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

農
業
に
エ
ー
ル 

地
域
を
元
気
に
！

未
来
を
拓
く
協
同
組
合
／
あ
ぜ
み
ち
川
柳

J
A
か
ら
の
お
知
ら
せ
／
フ
レ
ッ
シ
ュ
通
信

い
ち
ば
な
し
／
く
ら
し
の
お
得
情
報

地
域
貢
献
活
動
の
紹
介

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

ま
る
ご
と
白
桃
の
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド

赤
磐
市
鴨
前

岡
山
東
モ
モ
部
会
　
部
会
長

西
岡 

良
高 

さ
ん

Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山

自
己
改
革×

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
り
組
み

推
し
名
物
ま
つ
り
！

第
４
回「
サ
ン
サ
ン
く
め
な
ん
」／
久
米
南
町

大
手
ス
ー
パ
ー
に
晴
れ
の
ご
ち
そ
う
ベ
ジ
フ
ル
市
場

「
農
協
精
米
」直
接
お
届
け 

Ｊ
Ａ
か
ら
消
費
者
へ

 

 

 

　
　
ほ
か

ニ
ン
ジ
ン

「
白
桃
」

岡
山
東
モ
モ
部
会

245610121418202224

ソ
ラ
サ
ン
ぽ

空

散

歩

表
紙
を
空
か
ら
望
む

―
赤
磐
市
鴨
前

初
夏
に
は
幻
想
的
な
灯
り

１
２
０
年
の
歴
史
紡
ぐ
桃
源
郷

か
も
さ
き

磐
市
は
県
南
東
部
に
位
置
し
、
東
部

を
県
三
大
河
川
の
ひ
と
つ「
吉
井
川
」

が
流
れ
、
北
部
に
は
標
高
４
０
０
㍍
の
吉
井
高

原（
吉
備
高
原
の
東
部
）を
有
し
ま
す
。

　
岡
山
市
か
ら
近
く
、
山
陽
自
動
車
道
の
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
あ
り
交
通
の
便
が
い
い
こ
と
か

ら
、
丘
陵
地
に
は
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ネ

オ
ポ
リ
ス
や
山
陽
団
地
と
い
っ
た
住
宅
街
が
広

が
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
、
昔
か
ら

モ
モ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
果
樹
栽
培
が
盛
ん
で
、
白

桃
栽
培
の
ル
ー
ツ
の
地
と
し
て
、
１
２
０
年
も

の
歴
史
を
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
ま
す
。「
果
樹

栽
培
の
祖
」と
知
ら
れ
る
小
山
益
太
氏
は
、
旧

熊
山
町
稗
田
の
豪
農
に
生
ま
れ
、
白
桃
を
生
み

出
し
た
大
久
保
重
五
郎
氏
の
師
匠
に
あ
た
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
際
目
を
引
く
の
が
、
高
倉
山（
標
高
４
５
８

㍍
）に
あ
る「
日
本
一
の
巨
大
桃
」。
直
径
22
㍍
の

ガ
ス
タ
ン
ク
を
モ
モ
に
ペ
イ
ン
ト
し
た
も
の
で
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ふ

も
と
の
鴨
前
地
区
に
は
、
モ
モ
の
園
地
が
一
面
に

広
が
り
ま
す
。
開
花
時
期
に
ピ
ン
ク
色
に
染
め

上
が
る
そ
の
風
景
は
、
ま
さ
に
桃
源
郷
を
彷
彿

と
さ
せ
ま
す
。
環
境
省「
か
お
り
風
景
１
０
０

選
」に
も
選
出
。
初
夏
の
夕
暮
れ
時
に
は
、
白

桃
を
虫
な
ど
か
ら
守
る
防
蛾
灯
が
灯
り
、
幻
想

的
な
夏
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
人
を
魅
了
し

続
け
て
い
ま
す
。

赤
赤磐市鴨前

こ
や
ま

お
お
く
ぼ
じ
ゅ
う
ご
ろ
う

ま
す
た

©ソラとサン
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山
東
モ
モ
部
会
に
頼
め
ば
、
高

品
質
な〝
白
皇
®

〞が
い
く
ら
で
も

あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
産
地
に
し
て
い

き
た
い
」と
力
を
込
め
る
部
会
長
の
西
岡

良
高
さ
ん（
73
）。
将
来
的
に
は
生
食
用

だ
け
で
な
く
、
加
工
用
な
ど
食
品
ロ
ス
を

考
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
も
視
野
に

入
れ
、
経
営
安
定
が
見
込
め
る
品
種
と

し
て
、
さ
ら
な
る
普
及
・
拡
大
を
模
索

し
ま
す
。

　
西
岡
部
会
長
は
、
赤
磐
市
で「
白
皇
®

」

「
白
鳳
」を
中
心
に
モ
モ
１
㌶
、
水
稲「
き

ぬ
む
す
め
」７
㌶
の
複
合
経
営
を
行
い
、

「
白
皇
®

」を
部
会
内
で
最
も
多
い
22
本

（
約
15
㌃
）栽
培
。「
切
っ
て
も
変
色
し
に

く
く
、
日
持
ち
す
る
の
で
棚
も
ち
も
い
い
。

な
に
よ
り
も
糖
度
が
高
く
お
い
し
い
！
」と

太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
昨
年
悩
ま
さ
れ
た
裂
皮
・
裂
果
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
は
、
裂
皮
の

軽
減
が
期
待
で
き
る
袋
へ
の
変
更
、
袋
か

け
の
時
期
の
見
直
し
の
ほ
か
、
か
ん
水
設

備
の
導
入
や
排
水
対
策
を
徹
底
し
て
裂

果
を
防
ぐ
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
力
を
入
れ
る
の
が
高
糖
度
の

モ
モ
づ
く
り
と
、
収
穫
適
期
の
見
極
め
。

「
白
皇
®

」の
魅
力
で
あ
る
糖
度
の
高
さ
を

最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
、
J
A
の
栽

培
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
経
験
を
生
か
し
、

礼
肥
を
重
視
し
た
栽
培
に
特
化
。
部
会

上
位
の
糖
度
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
収

穫
適
期
を
逃
さ
ず
、
部
会
内
で
熟
れ
色

の
差
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
J
A
や

県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

熟
れ
色
を
判
別
す
る
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
の

制
作
を
検
討
。
高
位
平
準
化
に
よ
る
有

利
販
売
で
、
部
会
員
の
農
家
所
得
の
向

上
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
部
会
長
と
し
て
産
地
の
維
持
・
継
続
、

活
性
化
に
も
注
力
。
既
存
の
生
産
者
と

新
規
就
農
者
の
交
流
、
離
農
者
と
新
規

就
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
補
助
事
業
の
活

用
な
ど
を
け
ん
引
し
、
若
手
就
農
希
望

者
が
栽
培
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が

け
て
い
ま
す
。「
モ
モ
づ
く
り
を
お
も
し
ろ

く
思
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
新
規
就

農
者
も
受
け
入
れ
、
産
地
と
し
て
勢
い
を

つ
け
た
い
」と
展
望
し
ま
す
。

は
く
お
う

「
岡

部会長　西岡 良高さん（73）
にしおか よしたか

「いい顔をしているモモができた」と西岡部会長

袋がパンパンに張ったモモから、熟れ色を見分けて収穫していく西岡部会長

山
東
統
括
本
部
の
岡
山
東
モ
モ

部
会
で
は
、
白
桃
の
中
で
も
と

り
わ
け
、
県
が
育
成
し
た
極
晩
生
品
種

「
白
皇
®

」の
普
及
拡
大
を
進
め
て
い
ま

す
。
県
内
他
産
地
に
先
駆
け
て
栽
培
を

始
め
、
今
で
は
県
内
ト
ッ
プ
面
積
を
誇
る

「
白
皇
®

」の
産
地
に
成
長
。
将
来
的
に
は

総
出
荷
数
量
の
1
割
相
当
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
端
境
期
と
な
っ
て
い
た
８
月
中
下
旬
に

出
荷
で
き
る「
白
皇
®

」に
い
ち
早
く
着
目
。

大
玉
か
つ
糖
度
も
高
く
、
渋
み
が
少
な
い

こ
と
か
ら
部
会
や
市
場
関
係
者
か
ら
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
度

か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
導
入
を
進
め
、
現

在
で
は
5.5
㌶
ま
で
面
積
が
拡
大
。
昨
年

度
か
ら
は
選
果
場
で
の
共
同
選
果
が
本

格
化
し
ま
し
た
。

　
光
セ
ン
サ
ー
付
き
選
果
機
導
入
以
降
、

選
果
効
率
の
向
上
と
出
荷
ロ
ッ
ト
の
拡
大

を
目
指
し
て
当
初
の
13
品
種
か
ら
、「
清

水
白
桃
」「
白
鳳
」「
お
か
や
ま
夢
白
桃
」な

ど
９
品
種
に
集
約
。
長
期
連
続
出
荷
と

有
利
販
売
も
目
指
し
、
高
糖
度
系
品
種

「
白
皇
®

」も
積
極
的
に
導
入
す
る
こ
と
で
、

選
果
場
の
効
率
的
な
運
営
に
も
期
待
が
か

か
り
ま
す
。
県
の
補
助
事
業
や
J
A
・
部

会
か
ら
の
助
成
を
行
い
な
が
ら
新
改
植
を

進
め
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て「
白
皇
®

」

に
特
化
し
た
栽
培
講
習
を
行
う
な
ど
栽

培
技
術
向
上
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
今
季
も
例
年
通
り
６
月
下
旬
に
初
出

荷
を
迎
え
、「
白
鳳
」「
清
水
白
桃
」な
ど

を
中
心
に
９
月
上
旬
ま
で
岡
山
や
関
西
・

関
東
市
場
へ
出
荷
。
約
２
億
円
の
販
売

目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

魅力ある「白
皇®」

  県内一の
産地に

岡

岡山東統括本部

岡山東モモ部会
（生産者382人、98.5haで栽培）
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　桃

今
月
の
特
産
品

晴れびと

岡山東統括本部
岡山東モモ部会

白桃の次世代の星
「白皇®」総出荷量の1割を目指して

山陽共同選果場では多い日
に日量10tを選果し、場内は
芳醇な香りで包まれる
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山
東
モ
モ
部
会
に
頼
め
ば
、
高

品
質
な〝
白
皇
®

〞が
い
く
ら
で
も

あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
産
地
に
し
て
い

き
た
い
」と
力
を
込
め
る
部
会
長
の
西
岡

良
高
さ
ん（
73
）。
将
来
的
に
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生
食
用

だ
け
で
な
く
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加
工
用
な
ど
食
品
ロ
ス
を

考
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
も
視
野
に

入
れ
、
経
営
安
定
が
見
込
め
る
品
種
と

し
て
、
さ
ら
な
る
普
及
・
拡
大
を
模
索

し
ま
す
。

　
西
岡
部
会
長
は
、
赤
磐
市
で「
白
皇
®

」

「
白
鳳
」を
中
心
に
モ
モ
１
㌶
、
水
稲「
き

ぬ
む
す
め
」７
㌶
の
複
合
経
営
を
行
い
、

「
白
皇
®

」を
部
会
内
で
最
も
多
い
22
本

（
約
15
㌃
）栽
培
。「
切
っ
て
も
変
色
し
に

く
く
、
日
持
ち
す
る
の
で
棚
も
ち
も
い
い
。

な
に
よ
り
も
糖
度
が
高
く
お
い
し
い
！
」と

太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

　
昨
年
悩
ま
さ
れ
た
裂
皮
・
裂
果
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
は
、
裂
皮
の

軽
減
が
期
待
で
き
る
袋
へ
の
変
更
、
袋
か

け
の
時
期
の
見
直
し
の
ほ
か
、
か
ん
水
設

備
の
導
入
や
排
水
対
策
を
徹
底
し
て
裂

果
を
防
ぐ
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
力
を
入
れ
る
の
が
高
糖
度
の

モ
モ
づ
く
り
と
、
収
穫
適
期
の
見
極
め
。

「
白
皇
®

」の
魅
力
で
あ
る
糖
度
の
高
さ
を

最
大
限
に
引
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出
す
た
め
、
J
A
の
栽

培
指
針
に
基
づ
き
な
が
ら
経
験
を
生
か
し
、

礼
肥
を
重
視
し
た
栽
培
に
特
化
。
部
会

上
位
の
糖
度
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
収

穫
適
期
を
逃
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ず
、
部
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内
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熟
れ
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最
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た
め
、
J
A
や

県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

熟
れ
色
を
判
別
す
る
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
の

制
作
を
検
討
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高
位
平
準
化
に
よ
る
有

利
販
売
で
、
部
会
員
の
農
家
所
得
の
向

上
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
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て
産
地
の
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持
・
継
続
、

活
性
化
に
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注
力
。
既
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産
者
と

新
規
就
農
者
の
交
流
、
離
農
者
と
新
規

就
農
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
補
助
事
業
の
活

用
な
ど
を
け
ん
引
し
、
若
手
就
農
希
望

者
が
栽
培
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心
が

け
て
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ま
す
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モ
モ
づ
く
り
を
お
も
し
ろ
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っ
て
く
れ
れ
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う
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し
い
。
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規
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農
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入
れ
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。

は
く
お
う

「
岡
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岡
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と
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け
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県
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育
成
し
た
極
晩
生
品
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白
皇
®
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進
め
て
い
ま

す
。
県
内
他
産
地
に
先
駆
け
て
栽
培
を

始
め
、
今
で
は
県
内
ト
ッ
プ
面
積
を
誇
る

「
白
皇
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荷
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1
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指
し
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ま
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。
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荷
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。
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０
１
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。
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荷
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９
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荷
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進
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。
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を
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に
９
月
上
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ま
で
岡
山
や
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西
・

関
東
市
場
へ
出
荷
。
約
２
億
円
の
販
売

目
標
達
成
を
目
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し
ま
す
。
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▶ 県域で産直連携／直売所の品ぞろえ好評
管内の各直売所で新JA誕生を契機に各産地との交流が活
発化しました。地域を超えた人・物・情報の接点が拡大し、
産地直送の新鮮で安心な農畜産物が買い物客から好評です。

▶ 新たなブランド
　 「晴れのごちそう」立ち上げ
当JAの農畜産物を総称する新
ブランドとして「晴れのごちそう」
を立ち上げました。農家が丹精
した安全安心で、おいしい果
物・野菜・肉・米などに太鼓
判を押して消費者に届けます。

合併したＪＡのさまざまな農産物があると
親しみを感じる。新鮮さが魅力的！

　当JAは、食と農を基軸とした地域に根ざす協同組合として、組
合員のみなさまの声に応えながら、不断の自己改革への取り組みを
通じて、持続可能な地域農業・地域社会づくりを進めています。
　今後はさらに、わたしたちの事業や活動が与える多面的な影響に
も配慮しながら、地球的視野に立ち、地域社会を構成する一員として、
組織・事業・経営の革新を図り、社会的役割を誠実に果たします。
　そのため、各々の置かれた環境を踏まえて、SDGs（持続可能な
開発目標）の達成に向けて、事業・活動に取り組んでいきます。
　今月号は、合併初年度の自己改革の成果、SDGｓの目標達成に
向けた取り組みを紹介します。

農と地域の未 来をみつめて
ＪＡ晴れ の国岡山

の取り組み自己改革×SDGs
自己改革の取り組み

自己改革は、地域のために果たすべき役割を、
ＪＡが考えて実践する取り組みです。「農業者の
所得増大」「農業生産の拡大」「地域活性化」
を基本目標に、創意工夫ある活動を行っています。

県北部の桃太郎トマトが売り場に並ぶ山手直売所

研修の受け皿となっているトマト農場

内部障害や熟度も判定できる最新選果機

業務用キャベツを収穫する生産者

ＪＡオリジナルの野菜肥料と
刈り払い機用チップソーを
PRするＪＡ職員

人気が衰えない「シャインマスカット」。栽培面積も依然として増加傾向（＝左）。
当ＪＡが全国に誇る「ピオーネ」。需要が高まる黒系ブドウ

ラジコン草刈り機を導入する組合員

組合員
の声

▼ ブドウ「くだもの王国岡山」発揮 販売64億円突破
５月の加温栽培から９月下旬をピークに、12月下旬まで出荷し
ました。沿岸から山地までの産地を持つ利点を生かし、「ピオー
ネ」「シャインマスカット」「オーロラブラック」「紫苑」など多種多
様な品種や作型、産地をつなぎながら「くだもの王国岡山」の
強みを発揮。販売高は64億円を突破しました。

▶ 経営継続をサポート　コロナ対策事業26億円
国の新型コロナウイルス対策事業で農業者の事業継続を支援
する「経営継続補助金」の活用を積極的に呼び掛けました。専
門性の高いサービスをワン
ストップで提供することで、
申請手続きから融資まで細
やかな相談に応じ、2,147
件、事業費26億円の申
請をサポートしました。

▶ 労働力不足解消へ　求人アプリ活用の提案開始
１日単位でアルバイト募集・応募できる農業用求人アプ
リを生産者に提案。農繁期の労働力不足解消につなげ、
生産の維持拡大を
目指します。

▶ 生産資材で独自の
　 良品開発
　 価格も良心的に
組合員に良品を安く提供
しようと、メーカーと共同
で生産資材の独自ブラン
ド化に取り組み、野菜専
用肥料や刈り払い機用
チップソーを発売しました。

▲ 合併メリット生かし厳選資材を特価販売
生産資材セールを年２回開き、競合店の価格を調査し、
資材を厳選。管内62店舗を通じて平均15％割引の特別
価格で組合員に提供しました。

さらに売り込みを強化し、合併メリットを
生かした有利販売に努めてほしい。

組合員
の声

必要な時期に必要な資材が安くそろっていた。
使用方法を職員に相談でき、安心して購入できる。

組合員
の声

JAに相談を一本化でき、助言や提案で
話をまとめやすかった。

組合員
の声 農業未経験者にとって経済面や技術面で不安が多い。

雇用という形で就農に向けた下準備ができる。
研修生
の声

◀ 最新選果機の導入や選果場一新
　 ブランド力向上へ　浅原選果場など

倉敷市の浅原選果場では、最新選果機を導入し、糖度だ
けでなく、内部障害や熟度も判定してより細やかに選別。
船穂フルーツフラワーセンターも選果場を一新して、集出荷
選別作業の効率をアップ。市場や消費者との信頼関係を深
め、ブランド力の向上につなげます。

◀ 担い手育成へ
　 トマト栽培
新規就農希望者やＪＡ
若手職員の研修の場と
するため、農業経営事
業の一環で、夏秋トマ
ト24aを栽培しました。

◀ 加工・業務用野菜の推進
ＪＡ全農おかやまと連携し、タ
マネギ、キャベツ、ハクサイ、
ナス、白ネギなど加工・業務
用野菜の契約栽培を生産者
に提案。金額や数量などの契
約内容に基づいて集荷し、外
食・惣菜・カット野菜などの需
要に応えることで、農家収益
の確保に努めました。
前年を上回る128haを作付け、
３億1,186万円を販売しました。

● 出向く態勢で予約注文を積み上げ
農家に出向いて情報提供や相談に応じ、より一層出向く態
勢を強化。水稲の肥料・農薬の予約注文での取り扱い実績は、
前年を上回る17億4,186万円を積み上げました。

今まで以上に市場の要望に応えていきたい。組合員
の声

● 農業関連資金で農業者をサポート
農業用機械の導入や施設の整備など農業経営をサポートす
るため、ＪＡバンクと協力して特別金利の設定や利子補給など
を実施し、関係機関との同行訪問などで細やかな相談に対応。
合計２６６件、6億7,500万円を融資しました。

このマークが目印

2020年度の新規就
農者は、県内で162
人（新規学卒、Uター
ンで15歳以上65歳
未満）でした。

アプリを確認する
求人希望者

特価で揃えた
生産資材セール

しえん

特集
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▶ 労働力不足解消へ　求人アプリ活用の提案開始
１日単位でアルバイト募集・応募できる農業用求人アプ
リを生産者に提案。農繁期の労働力不足解消につなげ、
生産の維持拡大を
目指します。

▶ 生産資材で独自の
　 良品開発
　 価格も良心的に
組合員に良品を安く提供
しようと、メーカーと共同
で生産資材の独自ブラン
ド化に取り組み、野菜専
用肥料や刈り払い機用
チップソーを発売しました。

▲ 合併メリット生かし厳選資材を特価販売
生産資材セールを年２回開き、競合店の価格を調査し、
資材を厳選。管内62店舗を通じて平均15％割引の特別
価格で組合員に提供しました。

さらに売り込みを強化し、合併メリットを
生かした有利販売に努めてほしい。

組合員
の声

必要な時期に必要な資材が安くそろっていた。
使用方法を職員に相談でき、安心して購入できる。

組合員
の声

JAに相談を一本化でき、助言や提案で
話をまとめやすかった。

組合員
の声 農業未経験者にとって経済面や技術面で不安が多い。

雇用という形で就農に向けた下準備ができる。
研修生
の声

◀ 最新選果機の導入や選果場一新
　 ブランド力向上へ　浅原選果場など

倉敷市の浅原選果場では、最新選果機を導入し、糖度だ
けでなく、内部障害や熟度も判定してより細やかに選別。
船穂フルーツフラワーセンターも選果場を一新して、集出荷
選別作業の効率をアップ。市場や消費者との信頼関係を深
め、ブランド力の向上につなげます。

◀ 担い手育成へ
　 トマト栽培
新規就農希望者やＪＡ
若手職員の研修の場と
するため、農業経営事
業の一環で、夏秋トマ
ト24aを栽培しました。

◀ 加工・業務用野菜の推進
ＪＡ全農おかやまと連携し、タ
マネギ、キャベツ、ハクサイ、
ナス、白ネギなど加工・業務
用野菜の契約栽培を生産者
に提案。金額や数量などの契
約内容に基づいて集荷し、外
食・惣菜・カット野菜などの需
要に応えることで、農家収益
の確保に努めました。
前年を上回る128haを作付け、
３億1,186万円を販売しました。

● 出向く態勢で予約注文を積み上げ
農家に出向いて情報提供や相談に応じ、より一層出向く態
勢を強化。水稲の肥料・農薬の予約注文での取り扱い実績は、
前年を上回る17億4,186万円を積み上げました。

今まで以上に市場の要望に応えていきたい。組合員
の声

● 農業関連資金で農業者をサポート
農業用機械の導入や施設の整備など農業経営をサポートす
るため、ＪＡバンクと協力して特別金利の設定や利子補給など
を実施し、関係機関との同行訪問などで細やかな相談に対応。
合計２６６件、6億7,500万円を融資しました。

このマークが目印

2020年度の新規就
農者は、県内で162
人（新規学卒、Uター
ンで15歳以上65歳
未満）でした。

アプリを確認する
求人希望者

特価で揃えた
生産資材セール

しえん

特集
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　子ども向けの収穫体験や料理教室の開催、教材の
贈呈などの食農教育活動、地域住民を対象にしたイ
ベントを通じ、農作物を収穫して口にするまでの過程を
学びます。
　自然環境や歴史文化、景観や生態系の保全など農
地、農村の暮らしに深く関わるさまざまな役割も伝えます。

　
地
域
の
特
色
あ
る
品
目
の

生
産
振
興
に
向
け
、
生
産
基

盤
の
強
化
と
生
産
拡
大
に
取
り

組
み
、
農
地
の
保
全
・
活
用

に
努
め
ま
す
。
行
政
と
連
携
し

た
生
産
団
地
造
成
や
栽
培
施

設
導
入
、
生
産
者
組
織
を
中

心
と
し
た
講
習
会
や
研
究
会
で

生
産
技
術
力
の
高
位
平
準
化
、

Ｉ
C
T（
情
報
通
信
技
術
）な

ど
新
技
術
に
よ
る
省
力
化
・

効
率
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
確
保
の
た
め
、

農
業
人
フ
ェ
ア
や
就
農
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
、
就

農
の
た
め
の
農
業
塾
の
開
催
、

農
業
融
資
や
補
助
事
業
の
提

案
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ（
農
業
生
産
工
程
管

理
）や
生
産
履
歴
記
帳
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
栽
培
暦
の

作
成
配
布
や
土
壌
診
断
な
ど

を
実
施
。
営
農
指
導
員
に
よ

る
巡
回
や
講
習
会
、
購
買
店

舗
な
ど
を
通
じ
て
適
切
な
施

肥
・
廃
棄
物
の
処
理
、
農
薬

の
使
用
の
た
め
の
啓
発
・
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
で

不
要
に
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ビ
ニ
ー
ル
、
農
薬
な
ど
の
資

材
の
回
収
・
処
分
も
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
部
や
青
壮
年
部
に
は
、
食
と
農
を
大
切
に
し

た
い
女
性
や
若
手
農
業
者
が
集
ま
り
、
営
農
や
暮
ら

し
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
、
仲
間
と
と
も
に
楽
し
く

学
び
合
い
、
協
同
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。
家

庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
持
ち
寄
り
、
食
支
援
が
必

要
な
人
た
ち
に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」や
、
子

ど
も
食
堂
へ
の
米
寄
贈
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
生
へ
の
食

材
支
援
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災

や
平
成
30
年
７
月

豪
雨
な
ど
災
害
時

に
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
協
同
の
力
を
発

揮
し
、
炊
き
出
し
の

ほ
か
、
被
災
店
舗
や

施
設
の
復
旧
に
手

を
取
り
合
い
ま
し
た
。

　交通安全機器や「こども110番の家」セーフティーコーン
贈呈、交通安全教室の開催、訪問活動による見守りや
安否確認、防犯・防災・美化活動への参加など地域に
根ざした活動を通じて、地域の安全安
心な生活環境づくりに貢献しています。
　障がい者雇用や農福連携による担
い手の育成確保も進めています。山
間部や島しょ部の買い物を支えるため、
移動購買車の運行や定期店舗の開
設などにも取り組んでいます。

　牡蠣殻を米づくりの肥料に再利用して育てた「里海
米」を、当JAの統一ブランド米と位置づけ、作付けを
広げるとともに、企業・団体と連携して環境負荷の軽
減につながる消費行動を推進しています。
　ＪＡグループが推進する「みんなのよい食プロジェクト」
を通じて、心と体を支える食の大切さや、日本の食材
の豊かさ、農業の価値を伝える運動を展開しています。
管内の生産者が作る食材を国内や地域内で流通させ
る「国消国産」「地産地消」を推進。特に直売所では近
くで生産した食材を出荷し、消費者から「新鮮でおいし
い！」と喜ばれるとともに、生産者のやりがいや農家所
得向上につながり、地域の活性化にも貢献しています。

地域と連携した、田植えや餅つき体験で農業や食文化を伝える

新規就農希望者を対象とした講習会（＝左）、ドローンによる農薬散布などスマート農業も推進

ＳＤＧsは、貧困や飢餓、地球温暖化などの課題を国際社会が協調し
て解決するために、国連で採択された世界共通の目標です。この中に
うたわれている「誰一人取り残さない」という精神は、ＪＡをはじめとする協
同組合の「一人は万人のために、万人は一人のために」という理念その
ものです。ＪＡの事業や活動は、地域社会の課題解決に貢献しています。
当ＪＡのSDGsの目標達成に向け、６つの取り組みに分けて紹介します。

SDGs の取り組み
SDGs

SDGs

農業の持つ多面的機能を発揮

持
続
可
能
な
食
料
の
生
産
と
農
業
の
振
興

農
業
生
産
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
軽
減

×

安心して暮らせる持続可能で豊かな地域社会づくりに貢献

出向く営農指導を強化（＝左）。不要になった 農業用プラスチックごみなどを回収し、環境に配慮

合併記念で売り出した「里海米」（＝左）。直売所には新鮮でおいしい食材が並ぶ

交通安全機器の
自治体への寄贈

給油所に導入した緊
急用発電機は災害
時でも燃料を供給し
ライフラインを守る

持続可能な食料供給多様な関係者・仲間との連携、参画

必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
へ

▼
家
か
ら
支
店
、
直
売
所
が

近
い
の
で
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
き
ぬ
む
す
め
」が

お
い
し
い
で
す
。

▼
Ｊ
Ａ
ま
で
遠
い
で
す
が
、
電

話
を
す
る
と
何
度
も
家
ま
で

来
て
く
だ
さ
り
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。

▼
直
売
所
を
よ
く
利
用
し
て
い

ま
す
。
新
鮮
で
安
心
し
て
買
い

物
が
で
き
ま
す
。

▼
交
通
安
全
機
器
の
寄
贈
や
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

感
動
し
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。
孫
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

と
傘
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

▼
直
売
所
で
働
い
て
い
る
人
の

笑
顔
が
好
き
で
す
。
売
っ
て
い

る
農
産
物
に
は
作
っ
て
い
る
人

の
名
前
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▼
や
っ
ぱ
り
地
元
で
生
産
さ
れ

た
食
材
が
一
番
お
い
し
く
、
新

鮮
で
親
し
み
が
あ
り
、
食
欲
も

増
し
ま
す
。

▼
農
業
や
食
に
つ
い
て
子
ど
も

に
興
味
を
も
た
せ
る
体
験
活

動
は
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

で
す
ね
。

▼
年
金
生
活
で
す
が
、
足
を

骨
折
し
た
と
き
J
A
の
共
済
で

思
わ
ぬ
共
済
金
が
入
り
、
最
近

は
台
風
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
き

建
物
共
済
に
入
っ
て
い
た
お
か

げ
で
修
理
代
が
大
変
助
か
り
ま

し
た
。

▼
毎
月
Ｊ
Ａ
で
お
米
を
買
っ
て

い
ま
す
。
家
ま
で
届
け
て
く
れ

る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

▼
地
産
地
消
、
こ
れ
ほ
ど
の
幸

せ
は
な
い
で
す
。
農
家
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｊ
Ａ
店
舗
で
、
肥
料
や
農
薬

を
よ
く
買
っ
て
い
ま
す
。
車
の
共

済
も
す
べ
て
J
A
さ
ん
に
任
せ

て
い
ま
す
。
J
A
は
頼
り
に
な

り
ま
す
。

広
報
誌
へ
寄
せ
ら
れ
た

組
合
員
み
な
さ
ま
の
声（
抜
粋
）

身近なことから
SDGｓへの一歩を♪

き  が

さとうみ

まい

特集

大規模災害時に炊き出しや施設の復旧を支援（＝左）、コロナ禍の大学生に食料を届ける女性部
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。
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催
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の
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。
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安否確認、防犯・防災・美化活動への参加など地域に
根ざした活動を通じて、地域の安全安
心な生活環境づくりに貢献しています。
　障がい者雇用や農福連携による担
い手の育成確保も進めています。山
間部や島しょ部の買い物を支えるため、
移動購買車の運行や定期店舗の開
設などにも取り組んでいます。

　牡蠣殻を米づくりの肥料に再利用して育てた「里海
米」を、当JAの統一ブランド米と位置づけ、作付けを
広げるとともに、企業・団体と連携して環境負荷の軽
減につながる消費行動を推進しています。
　ＪＡグループが推進する「みんなのよい食プロジェクト」
を通じて、心と体を支える食の大切さや、日本の食材
の豊かさ、農業の価値を伝える運動を展開しています。
管内の生産者が作る食材を国内や地域内で流通させ
る「国消国産」「地産地消」を推進。特に直売所では近
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い！」と喜ばれるとともに、生産者のやりがいや農家所
得向上につながり、地域の活性化にも貢献しています。
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持
続
可
能
な
食
料
の
生
産
と
農
業
の
振
興

農
業
生
産
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
軽
減

×
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交通安全機器の
自治体への寄贈

給油所に導入した緊
急用発電機は災害
時でも燃料を供給し
ライフラインを守る

持続可能な食料供給多様な関係者・仲間との連携、参画

必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
へ

▼
家
か
ら
支
店
、
直
売
所
が

近
い
の
で
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
き
ぬ
む
す
め
」が

お
い
し
い
で
す
。

▼
Ｊ
Ａ
ま
で
遠
い
で
す
が
、
電

話
を
す
る
と
何
度
も
家
ま
で

来
て
く
だ
さ
り
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。

▼
直
売
所
を
よ
く
利
用
し
て
い

ま
す
。
新
鮮
で
安
心
し
て
買
い

物
が
で
き
ま
す
。

▼
交
通
安
全
機
器
の
寄
贈
や
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

感
動
し
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い

ま
す
。
孫
の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

と
傘
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

▼
直
売
所
で
働
い
て
い
る
人
の

笑
顔
が
好
き
で
す
。
売
っ
て
い

る
農
産
物
に
は
作
っ
て
い
る
人

の
名
前
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
、

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

▼
や
っ
ぱ
り
地
元
で
生
産
さ
れ

た
食
材
が
一
番
お
い
し
く
、
新

鮮
で
親
し
み
が
あ
り
、
食
欲
も

増
し
ま
す
。

▼
農
業
や
食
に
つ
い
て
子
ど
も

に
興
味
を
も
た
せ
る
体
験
活

動
は
、
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

で
す
ね
。
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活
で
す
が
、
足
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骨
折
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た
と
き
J
A
の
共
済
で

思
わ
ぬ
共
済
金
が
入
り
、
最
近

は
台
風
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
き

建
物
共
済
に
入
っ
て
い
た
お
か

げ
で
修
理
代
が
大
変
助
か
り
ま

し
た
。

▼
毎
月
Ｊ
Ａ
で
お
米
を
買
っ
て

い
ま
す
。
家
ま
で
届
け
て
く
れ

る
の
で
あ
り
が
た
い
で
す
。

▼
地
産
地
消
、
こ
れ
ほ
ど
の
幸

せ
は
な
い
で
す
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農
家
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｊ
Ａ
店
舗
で
、
肥
料
や
農
薬

を
よ
く
買
っ
て
い
ま
す
。
車
の
共

済
も
す
べ
て
J
A
さ
ん
に
任
せ

て
い
ま
す
。
J
A
は
頼
り
に
な

り
ま
す
。

広
報
誌
へ
寄
せ
ら
れ
た

組
合
員
み
な
さ
ま
の
声（
抜
粋
）

身近なことから
SDGｓへの一歩を♪

き  が

さとうみ

まい

特集

大規模災害時に炊き出しや施設の復旧を支援（＝左）、コロナ禍の大学生に食料を届ける女性部
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●県内全直売所対象！！お得にお買い物を！！●スマホアプリ「　　　　　　」で旬の食材やお得な情報を配信中！ お得なキャンペーン情報も！！ 5ご請求時
※詳しくは各直売所へお問い合わせください。JAカード会員様限定

JAカードご利用で %割
引
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作 っ て 食 べ て
農 業 を 元 気 に !

❶ 畑の準備

本葉２～３枚の頃、特に混み合っているところだけを間引く。 畝間や条間に化成肥料をばらまき、根の肩が隠れる
程度に土寄せする。

本葉５～６枚の頃、６～10㎝程度に間引く。

収穫までの生育後半は、あまり
水分や肥料を必要としない。

本葉2～3枚

本葉5～6枚

なるべく早めに15～20㎝の深さに
よく耕す。石などは取り除く。 雨の後か、まき溝に

十分かん水してから
種まきする。
1.2～1.5㎝間隔に
なるように、溝に筋ま
きする。

4～5㎜厚さで土をか
けてから、鍬の背でか
るく押さえる。

籾殻または細かく砕
いた完熟堆肥、切り
ワラで溝全体を薄く
覆って、乾きや雨に
たたかれるのを防ぐ。

種まきの1週間前に元肥をまいて土とよく混ぜておく。土をか
けて鍬を前後に何回か動かし、土を砕いて溝の底面をきれい
にならす。

JA晴れの国岡山があなたの農業ライフを全力でサポート!!

チェック！

ソラからのアドバイス
根部の膨らみのよいものを残そう！

栽培スケジュール

ニンジンの発芽適温は15～
25℃です。前作でネコブセン
チュウが発生した畑での栽培
は避けましょう。乾燥や過湿
の条件では発芽しにくいので
種まき適期を逃さないようにし
ましょう。

❹ 間引き

❷ 元肥入れ

❺ 追肥・土寄せ

❸ 種まき
完熟堆肥
1㎡あたり
280～350g

石灰
1㎡あたり
150g

使う
のはコレ！
❷

「化成肥料
14-14-14」
畝の長さ1mあたり

60g

使う
のはコレ！
❶

化成肥料
「野菜の肥料」
畝の長さ1mあたり

120g

ニンジン
緑黄色野菜の代表

教えてくれるのは
この人！！

岡山西広域営農
経済センター

山砥　健

チェック！

サンからのアドバイス

根の直径が１㎝ほどの大きさに肥大した
ら、最終株間になるように間引こう。
間引き時期を逃すと、地上部は葉が混
み合って、地下部は根絡みを起こすよ。
生育、特に根の肥大を悪くしてしまうか
ら注意してね。

JAに相談して病状や品目に応じた適切な薬剤を選
び、必ず商品のラベルや説明書に従い、適正に使う。

●種まき　　　　収穫

❻収穫

害虫・生理障害対策

地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の選び方や使い方、栽培
方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。直売所の出荷者も募集しています！ご相談・お買い求めは…

第１回 最終間引きの後（本葉５～６枚）

第2回

ネコブセンチュウ

・根にこぶがつくのが特徴。
・連作をしない。
・堆肥を施して土中の生物
を豊かにする。

■おすすめ資材

❷化成肥料14-14-14❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料
窒素・リン酸・カリに加え、微量要
素をバランスよく配合し、野菜の元肥・
追肥に幅広く使えます。

野菜、果樹、花など幅広く使えます。
高成分なので少量投入で経済的
です。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

冷涼地／夏秋どり

中間地／秋冬どり

暖地／秋冬どり

60㎝
15～18㎝

7～8㎝ 4～5㎝

株元に
土寄せする 裂根

・表皮の発達が内部の肥大のス
ピードに伴わない場合に起こる。
・取り遅れ、降雨による急激な土
壌水分の変化などで発生する。
・生育後半の急激な施肥は避ける。

れっこん

写真引用／全農神奈川県本部
6～10㎝

たけしやまとぎ

保存方法
葉付きの場合は切り離して保存。
根の栄養や水分が葉の成長に
使われてしまうのを防ぐ

表面の水分を拭き取り、新聞紙
に包むかポリ袋に入れて冷蔵庫
の野菜室へ。冬は新聞紙に包
み冷暗所保存でもOK

見分け方
葉の切り口の軸は小さ
い方が果肉が柔らかく
風味が良い

肩の部分が緑
がかったものは
避ける

全体が自然な
オレンジ色で皮
に張りのある色
むらがないもの

切り口の軸が大き
いと内部の芯の部
分が太く果肉も堅
い可能性があるよ

楽しみ方や食べ方のコツ

ニンジン特有の風味
を抑えた品種も増加。
甘味が強い生食向き
の品種やジュース専
用品種なども登場!

さまざまな料理に使えるので、常
備しておきたい野菜だね!

炒め物

ジュース

煮物

シチュー・カレー

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す

ホ
ッ
チ
キ
ス
を
は
ず
し
て
保
存
で
き
ま
す
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晴ればれ晴ればれ
TOPICSTOPICS

地域の情
報をお届け！

SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　笠岡アグリセンター管内で特産イチジクの出荷が順調
に進んでいます。加温物が５月上旬から出始め、作型
を組み合わせながら、９月に最盛期を迎えます。１１月上
旬まで福山や岡山市場へ出荷し、販売高4,000万円
を目指します。
　４７人が８ｈａで栽培し、県内トップ産地を支えています。

　株式会社岡山木村屋は７月２２日から、暑い夏でも食欲を刺激す
る素材にこだわったサンドイッチ「発芽玄米パンサンド（チキンと彩り
野菜）」の販売を始めました。地元食材を使った商品として、当JA
産食材とのコラボの第３弾。３０２円で当JA直売所（一部）や、岡
山木村屋直営店・専売店など県内
約８０店舗で約３ヵ月間販売します。
　健康志向の高まりを受け、発芽玄
米入りパンに、JA美星加工センター
で加工調理した県産「森林どり」のサ
ラダチキンのほか、トマト・パプリカ・
グリーンリーフ、焼いたズッキーニとナ
スをサンド。パンには、ほんのりスパ
イスが利いたドレッシングを塗ることで
食欲を刺激し、ヘルシーながらも食べ
ごたえのある一品に仕上げました。

甘味と酸味のバランス抜群!
笠岡のイチジク11月上旬まで

　当ＪＡは、新鮮でおいしい米を消費者に直接届ける独自商品「農協精米」
を売り出しました。広域合併から丸１年を迎え、精米加工施設の共同利用
を通じて主要銘柄を統一。精米から包装・流通・販売までJAが一貫して
手掛け、安心感や値頃感、良食味をアピールし、消費拡大と農家所得の
確保につなげます。
　「農協精米」は管内産米を玄米で低温貯蔵し、注文を受けてから精米。
風味や香りを５㎏袋に詰め、早ければ翌日に県内の主な直売所に並びます。
家庭で人気の「コシヒカリ」「あきたこまち」に加え、日本穀物検定協会の食
味ランキングで５年連続特Ａを取得した「きぬむすめ」をそろえます。
　５月下旬から主な直売所で「きぬむすめ」の先行販売を開始。売れ行きは
好調で２１店舗に取り扱いを拡大しました。県外からのお取り寄せニーズに
応え、オンラインショップでも販売しています。
　山本日吉司常務（営農担当）は「合併メリットである多様な販売チャネルを
生かし、消費者への直接販売を拡大したい」と力を込めます。

当JA産の旬の食材をPRするJA職員

大手スーパーに
晴れのごちそうベジフル市場
コロナ禍の農家を応援して

新たな
担い手の
育成

学び深め６００人巣立つ
担い手育成へ栽培講習定着

　びほく統括本部では、生産者の高齢化や減少に対応するため行政や関
係機関と手を取り合い、担い手育成に力を入れて産地の維持・拡大を図っ
ています。
　とりわけ高梁市など関係機関と行う、担い手向けの栽培講習では、ピオー
ネ・トマト・ピーチの３つのスクールを毎年開校。今年から新たに「アスパラ
ガススクール」を設けました。
　現在までに延べ６００人を超える受講生を送り出し、就農における最初の
学びの場として定着。卒業生が今では部会役員を務め、産地の中核的存
在となるなど産地の維持・拡大に大きく寄与しています。
　スクールでは農薬の使い方など基礎的なことに加え、研修ほ場で定植や
誘引・芽かき・収穫などを体得。出荷方法・選果場見学など流通面も年
間通じて学びます。
　同統括本部は「新たな園芸団地の整備も進んでいる。産地や部会を盛
り上げる担い手として就農を目指してほしい」と期待を寄せました。

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
29
日
、
ヘ
ル
ス
ピ
ア
倉
敷（
倉

敷
市
）で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

講
じ
、
第
２
回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。

書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
を
勧
奨
し
、
総
代

９
８
０
人（
本
人
出
席
54
人
、
書
面
出
席
９
２
５

人
、
委
任
状
出
席
１
人
）が
出
席
。
合
併
初
年

度
に
あ
た
る
令
和
２
年
度
事
業
報
告
や
剰
余
金

処
分
の
ほ
か
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
な
ど
８

議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
石
我
均
組
合
長
は「
J
A
組
織
の

改
革
を
不
断
に
進
め
、
農
業
振
興
に
全
力
を
注

ぐ
」と
述
べ
ま
し
た
。

最盛期には早朝５時から５時間ほど収穫をする山下邦明さん
やましたくにあき

「この商品を通じて地元食材のおいしさや、地産地消
への理解を深めてほしい」と同社担当者

地元パン屋とコラボ第３弾
食欲そそる健康志向サンド

あいさつを述べる石我組合長

「農協精米」直接お届け
ＪＡから消費者へ

マーケットインに
基づく販売事業
方式の強化

　
当
Ｊ
Ａ
は
７
月
初
旬
、
地
元
大
手
ス
ー
パ
ー
と

連
携
し
、
専
用
売
場「
晴
れ
の
ご
ち
そ
う
ベ
ジ
フ

ル
市
場
」を
開
設
し
ま
し
た
。
依
然
と
し
て
続
く

コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
で
の
食
事
が
増
え
る
中
、Ｊ
Ａ

自
慢
の
ご
ち
そ
う
食
材
を
提
案
す
る
こ
と
で
、

地
産
地
消
の
推
進
・
家
庭
内
で
の
食
農
教
育
を

後
押
し
、
消
費
拡
大
・
農
家
所
得
向
上
に
力
を

入
れ
ま
す
。

　
10
月
10
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュー
西
日
本
の
県
内
３
店
舗
と
、天
満
屋
岡
山
店
、

岡
山
髙
島
屋
の
計
５
店
舗
で
展
開
。
J
A
共
済

の
地
域
貢
献
活
動
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
禍
農
家
支
援
対
策
と
し
て
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
新
ブ
ラ
ン
ド「
晴
れ
の
ご
ち
そ
う
」の
浸
透
、
果

実
・
野
菜
・
米
・
花
き
の
消
費
拡
大
に
加
え
、

広
域
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
産
地
出
荷
リ

レ
ー
に
よ
る
長
期
安
定
供
給
で
販
売
力
強
化
を

目
指
し
ま
す
。

　
同
市
場
に
は
、
地
元
卸
売
市
場
を
通
じ
て
新

鮮
食
材
が
並
び
、「
８（
ハ
レ
）の
つ
く
日
は
、
晴

れ
の
ご
ち
そ
う
日
」と
銘
打
ち
、
毎
月
８
・
18
・

28
日
に
旬
の
野
菜
や
果
物
を
１
品
選
定
し
、
お

手
頃
価
格
で
販
売
。
旬
の
花
の
ほ
か
、
毎
月
15

日
の「
Ｈａｐ
ｐ
ｙ 
Ｒ
ｉｃｅ 

う
米
ｄａｙ
」と
合

わ
せ「
元
気
玄
米
」な
ど
を
消
費
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　
期
間
を
通
じ
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

展
開
。
同
市
場
で
販
売
す
る
食
材
に
貼
付
さ
れ

た
専
用
シ
ー
ル
を
集
め
応
募
す
る
と
、
ブ
ラ
ン
ド

牛
な
ど
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
日
に
は
、
倉
敷
市
内
で
Ｊ
Ａ
役
職
員

や
生
産
者
代
表
ら
15
人
が
旬
の
食
材
を
売
り
込

み
、
来
店
者
先
着
１
５
０
人
に
季
節
の
花
を
手

渡
し
ま
し
た
。

農業振興に全力
不断の改革を実践

総代会

農業普及指導センター職員（左）からブドウの芽かきを学ぶ受講生

農業者の
所得増大

やまもと ひよし

ハ
ッ
ピ
ー

ラ
イ
ス

い
し
が
ひ
と
し

マ
イ

デ
イ

直売所やオンラインショップで売り出した
農協精米「きぬむすめ」と「元気玄米」
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SDGs
SDGs

SDGs

JAはSDGsの達成に向けて取り組んでいきます

　笠岡アグリセンター管内で特産イチジクの出荷が順調
に進んでいます。加温物が５月上旬から出始め、作型
を組み合わせながら、９月に最盛期を迎えます。１１月上
旬まで福山や岡山市場へ出荷し、販売高4,000万円
を目指します。
　４７人が８ｈａで栽培し、県内トップ産地を支えています。

　株式会社岡山木村屋は７月２２日から、暑い夏でも食欲を刺激す
る素材にこだわったサンドイッチ「発芽玄米パンサンド（チキンと彩り
野菜）」の販売を始めました。地元食材を使った商品として、当JA
産食材とのコラボの第３弾。３０２円で当JA直売所（一部）や、岡
山木村屋直営店・専売店など県内
約８０店舗で約３ヵ月間販売します。
　健康志向の高まりを受け、発芽玄
米入りパンに、JA美星加工センター
で加工調理した県産「森林どり」のサ
ラダチキンのほか、トマト・パプリカ・
グリーンリーフ、焼いたズッキーニとナ
スをサンド。パンには、ほんのりスパ
イスが利いたドレッシングを塗ることで
食欲を刺激し、ヘルシーながらも食べ
ごたえのある一品に仕上げました。

甘味と酸味のバランス抜群!
笠岡のイチジク11月上旬まで

　当ＪＡは、新鮮でおいしい米を消費者に直接届ける独自商品「農協精米」
を売り出しました。広域合併から丸１年を迎え、精米加工施設の共同利用
を通じて主要銘柄を統一。精米から包装・流通・販売までJAが一貫して
手掛け、安心感や値頃感、良食味をアピールし、消費拡大と農家所得の
確保につなげます。
　「農協精米」は管内産米を玄米で低温貯蔵し、注文を受けてから精米。
風味や香りを５㎏袋に詰め、早ければ翌日に県内の主な直売所に並びます。
家庭で人気の「コシヒカリ」「あきたこまち」に加え、日本穀物検定協会の食
味ランキングで５年連続特Ａを取得した「きぬむすめ」をそろえます。
　５月下旬から主な直売所で「きぬむすめ」の先行販売を開始。売れ行きは
好調で２１店舗に取り扱いを拡大しました。県外からのお取り寄せニーズに
応え、オンラインショップでも販売しています。
　山本日吉司常務（営農担当）は「合併メリットである多様な販売チャネルを
生かし、消費者への直接販売を拡大したい」と力を込めます。
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大手スーパーに
晴れのごちそうベジフル市場
コロナ禍の農家を応援して

新たな
担い手の
育成

学び深め６００人巣立つ
担い手育成へ栽培講習定着

　びほく統括本部では、生産者の高齢化や減少に対応するため行政や関
係機関と手を取り合い、担い手育成に力を入れて産地の維持・拡大を図っ
ています。
　とりわけ高梁市など関係機関と行う、担い手向けの栽培講習では、ピオー
ネ・トマト・ピーチの３つのスクールを毎年開校。今年から新たに「アスパラ
ガススクール」を設けました。
　現在までに延べ６００人を超える受講生を送り出し、就農における最初の
学びの場として定着。卒業生が今では部会役員を務め、産地の中核的存
在となるなど産地の維持・拡大に大きく寄与しています。
　スクールでは農薬の使い方など基礎的なことに加え、研修ほ場で定植や
誘引・芽かき・収穫などを体得。出荷方法・選果場見学など流通面も年
間通じて学びます。
　同統括本部は「新たな園芸団地の整備も進んでいる。産地や部会を盛
り上げる担い手として就農を目指してほしい」と期待を寄せました。
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モモ、ブドウ栽培みっちり
就農に向けた学びの場

まつお

　
直
売
所
と
ス
ー
パ
ー
を
併
設
し
た
店
舗
と
し
て
県
内
で
初
め

て
、
矢
掛
町
に「
Ａ
コ
ー
プ
や
か
げ
」が
６
月
10
日
、
移
転
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。当
Ｊ
Ａ
直
売
所「
矢
掛
宿
場
の
青
空
市
き
ら
り
」と
、

隣
接
す
る
Ｊ
Ａ
給
油
所
と
と
も
に
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
拠
点
と
し

て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
店
舗
の
老
朽
化
に
伴
い
建
て
替
え
、
売
場
面
積
は
旧
店
舗

の
2.2
倍
に
拡
張
。
直
売
所
に
隣
接
し
、
地
場
産
品
や
加
工
品
な

ど
と
合
わ
せ
た
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
シ
ョッ
ピ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

　
新
店
舗
は
通
路
の
拡
張
や
Ａ
コ
ー
プ
店
の
従
来
品
に
加
え
、

「
千
屋
牛
®

」「
な
ぎ
ビ
ー
フ
®

」「
ピ
ー
チ
ポ
ー
ク
と
ん
ト
ン
豚
」な
ど

の
ブ
ラ
ン
ド
肉
、
店
内
調
理
に
こ
だ
わ
っ
た
惣
菜
を
強
化
。
新

た
に
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
地
域
住
民
・
来
店
者
の
憩

い
の
場
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
ま
す
。

　岡山西広域営農経済セ
ンターは６月上旬、倉敷市
で果樹農業塾を開きました。
　２０～７０代の受講生２６
人が、モモ・ブドウ栽培の
基礎知識と技術を習得しよ
うと、全１２回受講します。

　この日は研修ほ場でブドウの整形と、ホルモン処理を実践。受講
生は「奥が深いので何度聞いてもためになる」と作業に精を出しました。

　露地栽培のモモで最も早い「は
なよめ」を皮切りに、出荷が６月上
旬から始まりました。「清水白桃」
「おかやま夢白桃」などでリレーし、
１２月上旬の「冬桃がたり」まで長期
出荷します。
　広域合併のメリットを生かし、選
果場から直行便で近隣の直売所
などに輸送。JAが積極的に直接
販売することで、農家所得向上と
消費者への新たなサービス提供に
つなげます。

　
蒜
山
地
域
で
夏
場
の
高
原
レ
タ
ス

が
５
月
下
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
、

11
月
上
旬
ま
で
生
協
の
カ
タ
ロ
グ
販

売
や
岡
山
市
場
を
中
心
に
出
荷
し

ま
す
。

　
同
地
域
で
栽
培
を
始
め
て
９
年
目

の（
株
）蒜
山
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ッ
ト
で
は
、

今
シ
ー
ズ
ン
結
球
レ
タ
ス
3.5
㌶
、
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
や
リ
ー
フ
レ
タ
ス
な
ど

1.5
㌶
を
栽
培
。「
コ
ロ
ナ
後
の
飲
食

店
で
の
利
用
を
見
据
え
、
今
後
サ

ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
も
増
や
し
て
い
き
た

い
」と
代
表
の
入
澤
靖
昭
さ
ん（
43
）

は
話
し
ま
す
。

　真庭市で栽培して
いるヒマワリの出荷が
順調に進んでいます。
６月初旬から出荷が
始まり、１０月末まで
関西や岡山の市場へ８万５,０００本を届けます。
　「憧れ」「尊敬」などの花言葉を持つヒマワリは、近年
父の日のプレゼントとして需要が高まっています。

　標高４００ｍのカル
スト台地で栽培する
「カルストだいこん」の
出荷が本格化し、７月
上旬まで福山・倉敷・
岡山市場に届けました。
新見統括本部の阿新
大根部会は、９月上旬
～１１月上旬まで秋まき

したダイコンと合わせて、３００ｔの出荷を見込んでいます。
　きめ細かい黒ぼく土と昼夜の寒暖差で色つやがよく、甘くみずみ
ずしい味わいが楽しめます。同部会の小林幹夫部会長は「安定供
給に向け、品質と出荷量確保に専念し、産地の役割を果たしていく」
と話しました。

８
万
５
千
本
の
ヒ
マ
ワ
リ

10
月
末
ま
で
市
場
へ

付加価値
の増大

や
す
あ
き

い
り
ざ
わ

A
コ
ー
プ
や
か
げ
オ
ー
プ
ン

直
売
所「
き
ら
り
」の
隣
り
に

コロナ禍で困窮の学生を支援
JAと女性部が米・野菜を贈る

　岡山東統括本部と岡山東女性部は６月１４日、JA共済の地域貢献
活動の一環で、コロナ禍で生活に影響が出ている地元大学生に米と野
菜を贈りました。 
　贈ったのは、農協精米として売り出している「きぬむすめ」1.1t（５kg精
米２２０袋）と、女性部員と地域住民らが栽培したタマネギやジャガイモな
どの野菜です。学校を通じて、支援を希望する学生１０９人に手渡されます。
　７月まで全６回行い、合計1.7ｔの米と野菜を届けます。

　勝英女性部フレッシュミズ部会は６月中旬、奈義町で地元講
師を招き、プリザーブドフラワーアレンジを初めて体験しました。好
みのプリザーブドフラワーを選び、
完成図をイメージしてから台に挿
して完成させました。
　参加者は「一人ひとり組み合
わせが違うため同じ花材でも印
象が違い、癒される」と話しました。
松尾早耶香部会長は「初参加
の部員もいた。１回でも多く交
流できる活動を企画していきた
い」と意気込みました。

　津山統括本部と
つやま集落営農法
人部会は６月下旬、
大型トラクター運転
技能研修会を開きま
した。担い手の規模
拡大や集落営農の
法人化が進み、高
性能大型機械の導
入が進んでいるため、適切な操作と公道の安全走行
に向けた技術習得に取り組みます。
　１５人が実際に大型トラクターを使い、正しい操作や
走行方法などについて岡山・技能講習センターの講
師から学びました。今後、大型特殊自動車（農耕者
限定）の技能試験を目指します。

　キュウリの県内トップ産地・津山統括本部管内で
５月末から出荷が始まり、露地物は１０月中旬、ハ
ウス物は１２月末まで大阪・岡山の市場へ届けます。
出荷量５５０ｔ・販売高１億７,０００万円を目指します。
　勝英地区と共同で選果し、合わせて７６戸が７.９
ｈａで栽培。自動選果機を導入し、品質の高位平
準化と作業の効率化を進めています。

「コロナで大変な状況なので本当に嬉しい」と喜ぶ学生代表ら（左）

販売を強化したブランド牛を
手にする同店の店員

ホルモン処理に挑戦する受講生

真っ白に輝く「カルストだいこん」

新たな
担い手の
育成

１２月上旬まで産地リレー
新鮮なモモを直送

農業者の
所得増大

「カルストだいこん」本番
新見市南部の台地育ち

農業者の
所得増大

津山と勝英で
キュウリ共同出荷
県内一の産地550t

プリザーブドフラワー※で癒し
交流の場増やしたい

適切な操作と安全走行を
大型トラクターで学ぶ

蒜
山
高
原
の
レ
タ
ス

11
月
上
旬
ま
で

県内有数の産地で「はなよめ」を収穫する

玉島北園芸協会桃部会の田辺文男さん
たなべふみお

レタスを収穫する入澤代表

完成図をイメージしながら花を
台に挿す部員

※プリザーブドフラワーとは…生花をもとに
特殊な加工を施した長期間楽しめる花
のこと

走行練習をする受講者

自動選果機で８等級に分け、日量最大７．５ｔを選果

新たな
需要開拓への

挑戦

女性部
フレッシュミズ 「一輪でも家庭に花を

飾って愛でてほしい」

と富岡京子さん
とみおかきょうこ

さやか

こばやし みきお

マーケットインに
基づく生産
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し
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初
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Ａ
コ
ー
プ
や
か
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６
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日
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移
転
オ
ー
プ
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し
ま
し
た
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Ｊ
Ａ
直
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矢
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宿
場
の
青
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市
き
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、

隣
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る
Ｊ
Ａ
給
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と
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イ
ン
フ
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し

て
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寄
せ
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ま
す
。
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。
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。
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®
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憩
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。
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食
料
の
安
定
供
給
に
欠
か
せ
な

い
農
地
は
、「
家
族
農
業
」を
基
盤

と
し
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60
年

間
で
約
１
７
０
万
㌶
が
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
岩
手
県
の
面
積
よ

り
も
大
き
い
の
で
す
。

　
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足

で
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た
農
地
を
、

再
び
農
地
に
戻
す
に
は
土
づ
く
り

や
水
の
管
理
な
ど
時
間
と
労
力
を

要
し
ま
す
。
農
地
減
少
を
食
い
止

め
る
に
は
、
国
産
食
材
を
食
べ
る

こ
と
や「
家
族
農
業
」の
維
持
な
ど

が
重
要
で
す
。

　「
家
族
農
業
」は
食
料
生
産
、
環

境
保
全
、
文
化
継
承
な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
連

も
２
０
１
９
年
か
ら
の
10
年
間
を

「
家
族
農
業
の
10
年
」と
定
め
、
持

続
性
の
あ
る
農
業
の
あ
り
方
と
し

て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
も
農
地
を
守
り
、
食

料
生
産
を
続
け
る
た
め
、
新
規
就

農
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
農
作
業
の

受
託
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
地
は

守
ら
れ
て
る
？

地域 を 元気に！

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、
家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
農
の
風
景
な
ど

汗
ま
み
れ
　
田
の
草
取
り
の
　
語
り
草

坂
出
　
和
巳
さ
ん

ア
ス
パ
ラ
を
　
両
手
に
か
ざ
し
　
笑
み
の
吾
子

福
井
　
彌
磋
子
さ
ん

楽
し
み
は
　
も
ぎ
た
て
食
べ
る
　
ト
マ
ト
な
り

大
森
　
多
美
子
さ
ん

雑
草
を
　
退
治
し
た
い
が
　
老
い
着
か
ず

三
宅
　
孝
至
さ
ん

や
ら
れ
た
な
　
昨
日
は
カ
ラ
ス
　
今
日
は
シ
カ

岡
田
　
美
好
さ
ん

直
売
所
　
ど
れ
も
手
が
出
る
　
夏
野
菜

田
中
　
多
惠
さ
ん

喜
び
を
　
心
の
糧
に
　
く
わ
を
振
る

野
々
上
　
久
美
夫
さ
ん

あ
ぜみ
ち
川
柳天晴
れ

テ
ー
マ

作
品
（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
仮
名
を
）、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
を
記
載
の
上
、
投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
匿
名
希
望
の
な

い
場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。
本
誌
23
ペ
ー
ジ
「
み

ん
な
の
広
場
」
の
応
募
方
法
を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴

れ
の
国
岡
山
総
務
企
画
課
「
晴
れ
ば
れ
」
係
宛
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
誌
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
を
掲
載

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法

2
0
2
1
年
8
月
6
日（
金
）必
着

締
め
切
り

JAの食農体験や出前 授業、料理教室などで

　感じたこと、学んだこ となどを聞きました。

農業や食って

こんなにおもしろい！！

土がぬるぬるして歩きにくかったけど、楽しかったよ！

丸 と々大きくなあれ！

モモや農業に興味関心を持ってもらえたらうれしいです

高所作業車にも乗ったよ！

「銀沫®」で作るとろろ飯が大好き！

自分で育
てた

お米で

おにぎ
り作

るよ
ー！

！

ＪＡや女性部の人に聞き
ながら上手に植えたよ。
土にさわるのが楽しかっ
た。カボチャが好きなの
で、いろいろな料理で食
べたいな！

「清水白桃」に袋を
かけたよ！
きれいなおいしい
白桃に育って、み
んなにおいしく食
べてほしいな☆

准組合員参加企画

田植え体験

モモの袋かけ
体験

野菜植えつけ
体験

ブドウのジベレリン
処理体験

やまのいも「銀沫®」
植え付け

米づくり体験

タライで田植え

國政　璃空さん（小２）

竹島　和葉さん（小５）

くにまさ

たけしま

り　く

かずは

（写真左から）

２年生と5年生約100人で田植えをしたよ！
2年生は田植えが初めての子も多かったけ
ど、5年生や地域の人に教えてもらいなが
ら、上手に植えることができたよ！！
稲刈りが今から楽しみだな♪

粒を大きく育てるための大切な
作業を体験したよ。友達と協力
して120房を作業したよ！

寄能　
杏南さん

（５歳
）

きのう
あんな龍昌保

育園（
倉敷市

）

中上　奈保さん（小４）

なかうえ
な　ほ

新見市立草間台小学校

武岡　裕和さん（55歳）

たけおか
ひろかず

ブドウ生産者

山領　碧
海さん

（６歳）

やまりょ
う

う　み井原市立
西江原幼

児園

津山市立河辺小学校

中日奈
　羽空

さん

（小
3）

なかひ
な

は　く

高梁市
立有漢

西小学
校

綱島　
いちかさ

ん

（５歳）

孝晴さん
（６７歳

）

つなし
ま

たかは
る

真庭市立
富原保育

園

  全身、 泥だらけ！！
たのしい～！

新見市
立新砥

小学校あらと
矢内　奏之

介さん

岸川　優さ
ん

やない

きしかわ

そうのすけ

ゆう

長尾　風花
さんながお

ふうか

杉山　駿さ
んすぎやま

しゅん

鏡野町立吉
野こども園

（５歳児ク
ラス）

（写真左
から）

好き嫌いを克服したり、

命の大切さにふれたり

してほ
しいな

（ＪＡ営
農指導員）

ミニトマトやキュウリなど
の野菜の苗を植えたよ！
収穫まで大事に育てて
お母さんに食べてもらい
たいな♪

つやま青壮年部西支部のお兄さ
んとタライで田植えをしたよ！
服や顔まで泥だらけになりなが
ら、がんばって植えたよ！！

苗箱の中を籾でいっ
ぱいにするのがおも
しろかった！
大好きなお米ができ
たら、おにぎりにし
て食べたいな！！

おじいちゃんが栽
培している真庭市
の特産「銀沫®」を、
保育園のみんなと
一緒に植えたよ。
秋の収穫が楽しみ！

行政と当ＪＡが協力して開く、新規
就農者向け講習会でモモの栽培方
法を学ぶ受講生

1・2
年生

ぎんしぶき

もみ

平松　
知芳さ

ん

（73
歳）

ひらま
つ

ともよ
し

モモ・
ブドウ

生産者
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食
料
の
安
定
供
給
に
欠
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せ
な

い
農
地
は
、「
家
族
農
業
」を
基
盤

と
し
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
60
年

間
で
約
１
７
０
万
㌶
が
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
岩
手
県
の
面
積
よ

り
も
大
き
い
の
で
す
。

　
農
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齢
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不
足
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な
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た
農
地
を
、
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地
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に
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づ
く
り

や
水
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管
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な
ど
時
間
と
労
力
を

要
し
ま
す
。
農
地
減
少
を
食
い
止

め
る
に
は
、
国
産
食
材
を
食
べ
る

こ
と
や「
家
族
農
業
」の
維
持
な
ど

が
重
要
で
す
。

　「
家
族
農
業
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食
料
生
産
、
環

境
保
全
、
文
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継
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な
ど
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
国
連

も
２
０
１
９
年
か
ら
の
10
年
間
を

「
家
族
農
業
の
10
年
」と
定
め
、
持

続
性
の
あ
る
農
業
の
あ
り
方
と
し

て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
も
農
地
を
守
り
、
食

料
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を
続
け
る
た
め
、
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規
就

農
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サ
ポ
ー
ト
や
、
農
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受
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な
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取
り
組
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す
。
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守
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れ
て
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？
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感
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菜
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直
売
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ピ
ソ
ー
ド
、
農
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風
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な
ど

汗
ま
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れ
　
田
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草
取
り
の
　
語
り
草

坂
出
　
和
巳
さ
ん

ア
ス
パ
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を
　
両
手
に
か
ざ
し
　
笑
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の
吾
子

福
井
　
彌
磋
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さ
ん
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も
ぎ
た
て
食
べ
る
　
ト
マ
ト
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り
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森
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美
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さ
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を
　
退
治
し
た
い
が
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三
宅
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さ
ん
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ら
れ
た
な
　
昨
日
は
カ
ラ
ス
　
今
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シ
カ

岡
田
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菜
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。
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米づくり体験

タライで田植え

國政　璃空さん（小２）

竹島　和葉さん（小５）

くにまさ

たけしま

り　く

かずは

（写真左から）
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ら、上手に植えることができたよ！！
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してほ
しいな
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ミニトマトやキュウリなど
の野菜の苗を植えたよ！
収穫まで大事に育てて
お母さんに食べてもらい
たいな♪

つやま青壮年部西支部のお兄さ
んとタライで田植えをしたよ！
服や顔まで泥だらけになりなが
ら、がんばって植えたよ！！

苗箱の中を籾でいっ
ぱいにするのがおも
しろかった！
大好きなお米ができ
たら、おにぎりにし
て食べたいな！！

おじいちゃんが栽
培している真庭市
の特産「銀沫®」を、
保育園のみんなと
一緒に植えたよ。
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令
和
3
年
度
6
月
期
理
事
会
を
6
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
２
年
度
３
月

末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書
／
第

２
号
議
案
：
理
事
報
酬
の
配
分
／
第
３
号
議
案
：

岡
山
東
統
括
本
部
備
前
支
店
事
務
所
改
修
工

事
／
第
４
号
議
案
：Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
お
け
る「
Ｆ
ⅰ

ｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及
び
協
働
に
係
る

方
針
」変
更（
即
時
口
座
振
替
が
可
能
に
な
る
た

め
）／
第
５
号
議
案
：
未
利
用
口
座
管
理
手
数
料

制
度
の
導
入（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
通
じ
て

公
表
予
定
）／
第
６
号
議
案
：
理
事
に
対
す
る
貸

付
／
第
７
号
議
案
：
補
助
事
業
を
活
用
し
た
農

業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産

の
取
得（
真
庭
・
津
山
地
区
の
ブ
ド
ウ
栽
培
に
か

か
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
）／
第
８
号
議
案
：
令
和

２
年
産
飼
料
用
米
の
精
算
／
第
９
号
議
案
：
出

資
口
数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
５
月
末
事
業
実
績

／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
５
月
の
取

り
組
み
／
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
２
０
２
０

事
業
年
度
末
基
準
）結
果
報
告
／
株
式
会
社
岡

山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
清
算
／
そ
の
他（
①
夏

期
手
当
お
よ
び
特
別
休
暇
の
労
組
と
の
妥
結
、

②
矢
掛
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
の
入
札
結
果
）

　
先
駆
的
で
挑
戦
意
欲
の
あ
る
農
業
企
業
・

団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る「
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
大
賞
」で
船
穂
町
花
き
部
会
の
木
下
良
一
さ

ん
が
選
考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
解
析
に
基
づ
い
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
生
産

技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
７
月
か
ら
、
納
税
証
明
書
の
申
請

か
ら
受
取
ま
で
の
手
続
き
が
、
パ
ソ
コ
ン
か
らｅ
ｰ

Ｔａｘ
を
使
っ
て
簡
単
な
操
作
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
申
請
な
ど
の
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、ｅ
Ｔー

ａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ

．ｅ‐ｔａｘ．ｎｔａ
．ｇｏ
．ｊｐ

）

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
所

轄
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
台
風
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
農
業
用

シ
ー
ト
が
飛
散
し
、
電
線
に
引
っ
か
か
る
と
電

気
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
屋
外
に
置
い
て
お

く
場
合
は
重
石
を
乗
せ
、
使
用
時
は
シ
ー
ト
の

端
を
確
実
に
留
め
て
、
強
風
で
飛
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
線
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
各

地
域
の
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
株
）ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
送
電
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に

根
ざ
す
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん
な
が
元
気
に

な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」の
経
営
理
念
に
基

づ
き
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安
全
安
心
な

農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
理
念

に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業
を
守
り

応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
組
合
員
を
募

っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
。
出
資

１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
・
出
張
所
で
お
申
込
み
い
た

だ
き
、J
A
で
承
認
後
、正
式
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
・
出
張
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
ラ
ベ
ル
の
内
容
を
確
認
し
、使
用
方
法
を
守
る

②
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
専
用
の
保
管
庫
で
管
理
す
る

③
使
用
後
は
必
ず
器
具
を
洗
浄
し
、適
切
に
処
理
す
る

④
散
布
時
に
は
必
要
な
保
護
具
を
着
用
す
る

⑤
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る

　
ウ
ン
カ
が
例
年
よ
り
早
く
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

①
増
殖
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
ほ
場
を
こ
ま
め

に
見
回
る

②
出
穂
期
前
後
な
ど
適
期
に
薬
剤
を
散
布
す
る

③
ウ
ン
カ
に
効
果
の
高
い
薬
剤
を
使
い
、
根
元

ま
で
薬
剤
が
十
分
に
届
く
よ
う
散
布
す
る

開
催
日
：
８
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
総
合
流
通
セ

ン
タ
ー（
岡
山
市
南
区
藤
田
５
６
６
１ー
２
６
） 

問
い
合
わ
せ
先
：
各
支
店
購
買
窓
口

　
４
〜
７
月
の
間
、
J
A
を
通
じ
て
緊
急
事
態

宣
言
措
置
実
施
地
域
に
農
産
物
を
出
荷
し
、

売
上
が
前
年
ま
た
は
前
々
年
比
50
％
減
少
し
た

方
は
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
各
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

未
利
用
口
座
手
数
料
、
ブ
ド
ウ
生
産
拡
大
な
ど

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ネ
ッ
ト
で
便
利
に
納
税
証
明
書

農
業
用
シ
ー
ト
な
ど
の
飛
散
に
ご
注
意
を

電
気
事
故
防
止
の
お
願
い

新
た
な
組
合
員
を
募
集
中

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
農
業
と
地
域
に

ウ
ン
カ
に
厳
重
警
戒

防
除
対
策
で
良
質
な
米
を

墓
石
大
展
示
会
の
ご
案
内

寄
せ
墓
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
も

緊
急
事
態
措
置
で
月
次
支
援
金

農
産
物
の
販
売
減
も
対
象
に

和牛子牛セリ市況

成　績

※緊急事態宣言による枝肉の需要緩和を受け、総平均は前回
　比９万9,566円安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,615,900円
944,900円
1,615,900円

654,615円
736,942円
700,771円

287㎏
312㎏
301㎏

最高価格 平均価格
162
207
369

6月4日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

イ
ー

タ
ッ
ク
ス

き
の
し
た
り
ょ
う
い
ち

木
下
良
一
さ
ん（
倉
敷
市
）が
特
別
賞

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
２
０
２
１

組
合
員
の
方
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
な
い
で
す
か

農
薬
の
使
用
方
法
を
守
っ
て

安
全
安
心
の
農
業
生
産
を

ホームページ
はこちら

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
、
支
店
・
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
配

属
を
経
て
、
現
在
は
笠
岡
支
店
で
融
資
の
担

当
を
し
て
い
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
や
マ
イ

カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
各
種
ロ
ー
ン
の
相
談
を

受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
お
付
き
合
い
が
始

ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
設
計
に
あ
っ

た
最
適
な
プ
ラ
ン
の
提
案
に
努
め
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
営
農
や
共
済
な
ど
他
事
業

に
及
ぶ
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、
お
役
に
立
ち

た
い
で
す
。
自
分
が
提
案
し
た
内
容
に
お
客
さ
ま
か

ら「
仁
科
さ
ん
に
担
当
を
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
お
声
を
頂
け
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
み
な
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
最
適
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、
真
摯
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
6
月
1
日
、
県
産「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア（
以
下
、
ア
レ
キ
）」の
販
売
が

全
国
の
主
要
市
場
で
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

東
京
青
果
株
式
会
社
で
は
、
初
売
り
日
に
最
も

品
質
の
良
か
っ
た
1
房（
7
5
0
㌘
）化
粧
箱
に
、

6
万
円
の
最
高
値
が
付
き
、
ほ
か
の
商
品
と
と

も
に
都
内
の
主
要
百
貨
店
や
高
級
果
実
専
門

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
上
旬
に
お
け
る
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、

都
内
で
緊
急
事
態
宣
言
下
に
よ
る
時
短
営
業

な
ど
の
影
響
か
ら
百
貨
店
や
果
実
専
門
店
で
は

集
客
率
が
減
少
し
、
高
級
果
実
の
販
売
は
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
半
面
、
ネ
ッ
ト
販
売

は
非
常
に
好
調
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
は
昨
年
の
巣

ご
も
り
需
要
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
比
較
的

順
調
な
販
売
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
は
梅
雨
や
曇
雨

天
の
影
響
か
ら
全
国
的
に
出
荷
量
が
伸
び
悩
み
、

販
売
先
に
十
分
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

概
ね
前
年
並
み
か
そ
れ
以
上
の
堅
調
な
相
場
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

初
売
り
６
万
円
の
ア
レ
キ
も

ス
ー
パ
ー
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
好
調

　コロナ禍でも組合員・利用者に安心して窓口に来て
いただけるよう、管内１０３ある全支店の待合スペース
に空間除菌脱臭機を
導入しました。除菌や
脱臭に特化し、次亜
塩素酸で浮遊菌、付
着菌の抑制が期待され
ます。
　支店では、除菌脱臭
機のほか、消毒スプレー
やアクリルパーティショ
ンも設置し、感染拡大
防止に努めています。

空間除菌脱臭機の設置
感染防いで安心の支店を

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。JA全農おかやま

東京事務所　所長 別所　和彦
べっしょ かずひこ

フレッシ
ュ通信

倉敷かさや統括本部
笠岡支店
にしな そうた

仁科 壮太

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

新宿伊勢丹の店頭に並んだ
アレキ（６月１日撮影）

支店に設置した除菌脱臭機

災害 に備えた
家族の防災点検活動実施中！！

7～10月にかけて台風や豪雨などの自然災害が多く発生しています。
「加入しているつもりが、未加入で保障が受けられなかった…」というこ
とがないように、JAでは7月から家族の防災点検活動を行っています。
起こってしまってからでは遅い自然災害！もう一度備えについて一緒に
確認してみませんか？

Point➀：住宅の保障
「地震」「台風」「集中豪雨」などの自然災害の保障にご加入
していますか？
＊自然災害は毎年発生しており、その被害も年々大きく
なっています。

Point➁：家財・家具の保障
「家財・家具」の保障にご加入していますか？
＊実は家財家具は思っている以上にたくさんあります。

Point➂：お車の保障
「車両」の保障にご加入していますか？
＊安全運転をしていても自然災害によ
り、損害が発生することがあります。

渉外担当者がご案内させていただいています。
詳しくは、お近くの支店の渉外担当者または、
窓口担当者までお問い合わせください。
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令
和
3
年
度
6
月
期
理
事
会
を
6
月
29
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
２
年
度
３
月

末
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
書
／
第

２
号
議
案
：
理
事
報
酬
の
配
分
／
第
３
号
議
案
：

岡
山
東
統
括
本
部
備
前
支
店
事
務
所
改
修
工

事
／
第
４
号
議
案
：Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
に
お
け
る「
Ｆ
ⅰ

ｎ
Ｔｅｃ
ｈ
企
業
等
と
の
連
携
及
び
協
働
に
係
る

方
針
」変
更（
即
時
口
座
振
替
が
可
能
に
な
る
た

め
）／
第
５
号
議
案
：
未
利
用
口
座
管
理
手
数
料

制
度
の
導
入（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
通
じ
て

公
表
予
定
）／
第
６
号
議
案
：
理
事
に
対
す
る
貸

付
／
第
７
号
議
案
：
補
助
事
業
を
活
用
し
た
農

業
生
産
拡
大
、
効
率
化
に
か
か
る
リ
ー
ス
資
産

の
取
得（
真
庭
・
津
山
地
区
の
ブ
ド
ウ
栽
培
に
か

か
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
）／
第
８
号
議
案
：
令
和

２
年
産
飼
料
用
米
の
精
算
／
第
９
号
議
案
：
出

資
口
数
の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
３
年
度
５
月
末
事
業
実
績

／
不
祥
事
件
再
発
防
止
策
に
か
か
る
５
月
の
取

り
組
み
／
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
２
０
２
０

事
業
年
度
末
基
準
）結
果
報
告
／
株
式
会
社
岡

山
西
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
の
清
算
／
そ
の
他（
①
夏

期
手
当
お
よ
び
特
別
休
暇
の
労
組
と
の
妥
結
、

②
矢
掛
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
の
入
札
結
果
）

　
先
駆
的
で
挑
戦
意
欲
の
あ
る
農
業
企
業
・

団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る「
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
大
賞
」で
船
穂
町
花
き
部
会
の
木
下
良
一
さ

ん
が
選
考
委
員
会
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

デ
ー
タ
解
析
に
基
づ
い
た
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
生
産

技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
７
月
か
ら
、
納
税
証
明
書
の
申
請

か
ら
受
取
ま
で
の
手
続
き
が
、
パ
ソ
コ
ン
か
らｅ
ｰ

Ｔａｘ
を
使
っ
て
簡
単
な
操
作
で
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
申
請
な
ど
の
手
続
き
方
法
に
つ
い
て
は
、ｅ
Ｔー

ａｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ

．ｅ‐ｔａｘ．ｎｔａ
．ｇｏ
．ｊｐ

）

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
所

轄
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
台
風
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
農
業
用

シ
ー
ト
が
飛
散
し
、
電
線
に
引
っ
か
か
る
と
電

気
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
屋
外
に
置
い
て
お

く
場
合
は
重
石
を
乗
せ
、
使
用
時
は
シ
ー
ト
の

端
を
確
実
に
留
め
て
、
強
風
で
飛
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
線
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
各

地
域
の
中
国
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
株
）ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
送
電
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
地
域
に

根
ざ
す
協
同
組
合
と
し
て「
み
ん
な
が
元
気
に

な
る
農
業
・
地
域
の
創
造
」の
経
営
理
念
に
基

づ
き
、「
地
域
農
業
の
振
興
」や「
安
全
安
心
な

農
畜
産
物
の
供
給
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地

域
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
理
念

に
賛
同
し
、
事
業
利
用
を
通
じ
て
農
業
を
守
り

応
援
を
し
て
い
た
だ
け
る
新
た
な
組
合
員
を
募

っ
て
い
ま
す
。

●
組
合
員
に
な
れ
る
方

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
お
勤
め
で
、

当
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
さ
れ
る
方
な
ど
。
出
資

１
口（
１
０
０
０
円
）か
ら
お
受
け
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
加
入
手
続
き

　
お
近
く
の
支
店
・
出
張
所
で
お
申
込
み
い
た

だ
き
、J
A
で
承
認
後
、正
式
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
に
該
当
す
る
方
は
書
面
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
組
合
員
の
死
亡

　
●
農
業
を
廃
業
さ
れ
た
方

　
●
ご
結
婚
な
ど
で
名
前
が
変
わ
っ
た
方

　
●
転
居
で
住
所
が
変
わ
っ
た
方

　
こ
の
ほ
か
、
届
け
出
事
項
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
近
く
の
支
店
・
出
張
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

①
ラ
ベ
ル
の
内
容
を
確
認
し
、使
用
方
法
を
守
る

②
農
薬
は
鍵
の
か
か
る
専
用
の
保
管
庫
で
管
理
す
る

③
使
用
後
は
必
ず
器
具
を
洗
浄
し
、適
切
に
処
理
す
る

④
散
布
時
に
は
必
要
な
保
護
具
を
着
用
す
る

⑤
周
辺
環
境
に
配
慮
す
る

　
ウ
ン
カ
が
例
年
よ
り
早
く
多
発
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

①
増
殖
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
ほ
場
を
こ
ま
め

に
見
回
る

②
出
穂
期
前
後
な
ど
適
期
に
薬
剤
を
散
布
す
る

③
ウ
ン
カ
に
効
果
の
高
い
薬
剤
を
使
い
、
根
元

ま
で
薬
剤
が
十
分
に
届
く
よ
う
散
布
す
る

開
催
日
：
８
月
21
日（
土
）、
22
日（
日
）

開
催
場
所
：Ｊ
Ａ
全
農
お
か
や
ま
総
合
流
通
セ

ン
タ
ー（
岡
山
市
南
区
藤
田
５
６
６
１ー
２
６
） 

問
い
合
わ
せ
先
：
各
支
店
購
買
窓
口

　
４
〜
７
月
の
間
、
J
A
を
通
じ
て
緊
急
事
態

宣
言
措
置
実
施
地
域
に
農
産
物
を
出
荷
し
、

売
上
が
前
年
ま
た
は
前
々
年
比
50
％
減
少
し
た

方
は
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
各
広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

未
利
用
口
座
手
数
料
、
ブ
ド
ウ
生
産
拡
大
な
ど

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ネ
ッ
ト
で
便
利
に
納
税
証
明
書

農
業
用
シ
ー
ト
な
ど
の
飛
散
に
ご
注
意
を

電
気
事
故
防
止
の
お
願
い

新
た
な
組
合
員
を
募
集
中

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
農
業
と
地
域
に

ウ
ン
カ
に
厳
重
警
戒

防
除
対
策
で
良
質
な
米
を

墓
石
大
展
示
会
の
ご
案
内

寄
せ
墓
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
も

緊
急
事
態
措
置
で
月
次
支
援
金

農
産
物
の
販
売
減
も
対
象
に

和牛子牛セリ市況

成　績

※緊急事態宣言による枝肉の需要緩和を受け、総平均は前回
　比９万9,566円安

（税込）

性　別 頭数 平均体重
雌
去勢
合計

全体
全体
全体

1,615,900円
944,900円
1,615,900円

654,615円
736,942円
700,771円

287㎏
312㎏
301㎏

最高価格 平均価格
162
207
369

6月4日

（JA全農おかやま総合家畜市場）

JA からのお知らせ

イ
ー

タ
ッ
ク
ス

き
の
し
た
り
ょ
う
い
ち

木
下
良
一
さ
ん（
倉
敷
市
）が
特
別
賞

農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大
賞
２
０
２
１

組
合
員
の
方
へ

届
け
出
事
項
に
変
更
は
な
い
で
す
か

農
薬
の
使
用
方
法
を
守
っ
て

安
全
安
心
の
農
業
生
産
を

ホームページ
はこちら

　
Ｊ
Ａ
に
入
組
し
、
支
店
・
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
配

属
を
経
て
、
現
在
は
笠
岡
支
店
で
融
資
の
担

当
を
し
て
い
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
や
マ
イ

カ
ー
ロ
ー
ン
な
ど
各
種
ロ
ー
ン
の
相
談
を

受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
お
付
き
合
い
が
始

ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
設
計
に
あ
っ

た
最
適
な
プ
ラ
ン
の
提
案
に
努
め
て
い
ま
す
。

ロ
ー
ン
に
と
ど
ま
ら
ず
、
営
農
や
共
済
な
ど
他
事
業

に
及
ぶ
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、
お
役
に
立
ち

た
い
で
す
。
自
分
が
提
案
し
た
内
容
に
お
客
さ
ま
か

ら「
仁
科
さ
ん
に
担
当
を
し
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
お
声
を
頂
け
た
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
み
な
さ
ま

の
ニ
ー
ズ
に
最
適
な
提
案
が
で
き
る
よ
う
、
真
摯
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
6
月
1
日
、
県
産「
マ
ス
カ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ア

レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア（
以
下
、
ア
レ
キ
）」の
販
売
が

全
国
の
主
要
市
場
で
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

東
京
青
果
株
式
会
社
で
は
、
初
売
り
日
に
最
も

品
質
の
良
か
っ
た
1
房（
7
5
0
㌘
）化
粧
箱
に
、

6
万
円
の
最
高
値
が
付
き
、
ほ
か
の
商
品
と
と

も
に
都
内
の
主
要
百
貨
店
や
高
級
果
実
専
門

店
な
ど
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
6
月
上
旬
に
お
け
る
果
実
販
売
状
況
で
す
が
、

都
内
で
緊
急
事
態
宣
言
下
に
よ
る
時
短
営
業

な
ど
の
影
響
か
ら
百
貨
店
や
果
実
専
門
店
で
は

集
客
率
が
減
少
し
、
高
級
果
実
の
販
売
は
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
で
す
。
半
面
、
ネ
ッ
ト
販
売

は
非
常
に
好
調
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
は
昨
年
の
巣

ご
も
り
需
要
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
比
較
的

順
調
な
販
売
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
は
梅
雨
や
曇
雨

天
の
影
響
か
ら
全
国
的
に
出
荷
量
が
伸
び
悩
み
、

販
売
先
に
十
分
行
き
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

概
ね
前
年
並
み
か
そ
れ
以
上
の
堅
調
な
相
場
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

初
売
り
６
万
円
の
ア
レ
キ
も

ス
ー
パ
ー
、
ネ
ッ
ト
販
売
で
好
調

　コロナ禍でも組合員・利用者に安心して窓口に来て
いただけるよう、管内１０３ある全支店の待合スペース
に空間除菌脱臭機を
導入しました。除菌や
脱臭に特化し、次亜
塩素酸で浮遊菌、付
着菌の抑制が期待され
ます。
　支店では、除菌脱臭
機のほか、消毒スプレー
やアクリルパーティショ
ンも設置し、感染拡大
防止に努めています。

空間除菌脱臭機の設置
感染防いで安心の支店を

いちばなしいちばなし

M
a

r
k

et

 letters      M
a

r
k

et letters

職員の紹介を通じて、
JAの事業・地域の特徴をご紹介します。JA全農おかやま

東京事務所　所長 別所　和彦
べっしょ かずひこ

フレッシ
ュ通信

倉敷かさや統括本部
笠岡支店
にしな そうた

仁科 壮太

地域貢献活動の紹介
もっ
と身近に

ず
っ

と  愛 される
JＡ

へ

推
進

部が

お
届

け
目からウ

ロコ！

くらしのお得情報
A

新宿伊勢丹の店頭に並んだ
アレキ（６月１日撮影）

支店に設置した除菌脱臭機

災害 に備えた
家族の防災点検活動実施中！！

7～10月にかけて台風や豪雨などの自然災害が多く発生しています。
「加入しているつもりが、未加入で保障が受けられなかった…」というこ
とがないように、JAでは7月から家族の防災点検活動を行っています。
起こってしまってからでは遅い自然災害！もう一度備えについて一緒に
確認してみませんか？

Point➀：住宅の保障
「地震」「台風」「集中豪雨」などの自然災害の保障にご加入
していますか？
＊自然災害は毎年発生しており、その被害も年々大きく
なっています。

Point➁：家財・家具の保障
「家財・家具」の保障にご加入していますか？
＊実は家財家具は思っている以上にたくさんあります。

Point➂：お車の保障
「車両」の保障にご加入していますか？
＊安全運転をしていても自然災害によ
り、損害が発生することがあります。

渉外担当者がご案内させていただいています。
詳しくは、お近くの支店の渉外担当者または、
窓口担当者までお問い合わせください。
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
勝
英
女
性
部
英
田
支
部
の「
む
し
ま

ん
じ
ゅ
う
」が
お
い
し
そ
う
で
、
す
ぐ
に

買
い
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
行
っ
た

「
ふ
る
さ
と
旬
味
あ
い
だ
館
」で
し
た
が

新
鮮
な
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
！！
買
っ
た「
む

し
ま
ん
じ
ゅ
う
」を「〝
晴
れ
ば
れ
〞見
た

〜
？
」と
言
い
な
が
ら
ご
近
所
さ
ん
に

お
す
そ
わ
け
し
ま
し
た
。

備
前
市
・
フ
ル
ベ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼
5
月
で
90
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
猫

の
額
ほ
ど
の
畑
を
管
理
す
る
の
が
身
体

に
い
い
と
思
い
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。倉

敷
市
・
岩
根 

房
江
さ
ん（
90
代
）

▼
家
の
プ
チ
ト
マ
ト
が
そ
ろ
そ
ろ
で
き

ま
す
。
早
く
赤
く
な
ら
な
い
か
な
。
大

葉
は
バ
ッ
タ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。倉

敷
市
・
花
谷 

由
香
さ
ん（
30
代
）

▼
先
月
号
は
誌
面
い
っ
ぱ
い
の
パ
ン
に

目
移
り
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
す

が
岡
山
！
パ
ン
消
費
が
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
な
だ
け
は
あ
り
ま
す
。

矢
掛
町
・
昼
田 

公
子
さ
ん（
60
代
）

▼
津
山
市
福
井
地
区
の
風
景
が
よ
か
っ

た
で
す
。
近
所
で
も
小
麦
を
作
っ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
広
ま

る
と
い
い
で
す
ね
。
津
山
小
麦
を
使
っ

て
い
る
お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。津

山
市
・
平
松 

啓
介
さ
ん（
70
代
）

▼
香
川
の
小
麦
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

小
麦
粉
が
岡
山
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

倉
敷
市
・
磯
永 

由
美
さ
ん（
60
代
）

▼
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
タ
マ
ネ
ギ
が
、
か
わ
い
い
大
き
さ
に

育
ち
ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
タ
マ
ネ

ギ
も
切
ら
ず
に
丸
ご
と
カ
レ
ー
に
し
て

お
皿
へ
。
自
分
で
野
菜
を
作
る
う
れ
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
お
い
し

く
食
べ
ま
し
た
。

浅
口
市
・
三
宅 

志
麻
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号
の
特
集
に
載
っ
て
い
た
県
立

真
庭
高
校
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
見
て
、
高

校
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

高
梁
市
・
妹
尾 

香
津
子
さ
ん（
80
代
）

▼
裏
表
紙
の
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

が
と
て
も
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。
簡

単
塩
パ
ン
も
作
っ
て
み
ま
し
た
！

勝
央
町
・
福
田 

尚
美
さ
ん（
50
代
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
行
け
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
パ
ン
は
大
好
き
な
の
で
、

広
報
誌
を
参
考
に
一
度
は
買
い
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
見
市
・
大
森 

み
と
せ
さ
ん（
60
代
）

▼
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、

な
め
ら
か
プ
リ
ン
が
と
っ
て
も
お
い
し

そ
う
で
し
た
。

真
庭
市
・
松
岡 

愛
実
さ
ん（
10
代
）

▼
家
の
近
く
に
野
菜
づ
く
り
の
上
手
な

義
理
の
妹
が
住
ん
で
い
て
、
た
び
た
び

新
鮮
な
野
菜
を
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
新
ジ
ャ
ガ
が
届
き
、
早

速
夕
食
に
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
！！

美
咲
町
・
髙
原 

勇
起
子
さ
ん（
80
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

最低気温が25度以上の夜のこと
寺子屋では字の̶̶やそろばんを教
えました
地球の中心部にあります
長良川で有名な伝統漁法
親戚の̶̶を頼って仕事に就いた
高速道路のサービス̶̶で一休みした
親潮は千島̶̶とも呼ばれます
帰る客を玄関まで̶̶に行った
力士が腰に締めます
割、分、厘の次
虫が入ってこないように布団の周り
につるします

1
2

3
4
6
9
11
13
15
17
19

鉱石を高温でドロドロにする装置。
高炉とも呼ばれます
川や池の土手のこと
信号機で「止まれ」を示す色
家屋を壊して新しく造り直すこと
墨も料理に利用する魚介
大きな魚はこの形でパック詰めされ
ていることが多い
令和3年の̶̶の日は8月8日。国民
の祝日です
ねぶた祭で知られる県
「五七五七七」などの形式で作られます
飛行機で人や荷物を運ぶこと
井戸端会議中に楽しむもの

2

5
7
8
10
12

14

16
18
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、すべて掲載できない場合がございますが
ご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年8月6日（金）消印有効

「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
®

」と
は
、
蒜
山
産
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

こ
と
！
昨
年
商
標
登
録
を
取
得
し
、
本
格
的
に
Ｐ
Ｒ
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
味
は
ま
さ
に
宝
石
級
！

「
お
湯
を
沸
か
し
て
か
ら
採
り
に
行

け
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
鮮
度
が
落
ち
や
す
い

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
。
高
原
で
育
っ
た「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
®

」は
朝
採
れ
の
た
め
新
鮮
で
、
と
て
も
甘

い
の
で
す
。
糖
度
は
高
い
も
の
で
21
度
も
あ
り
、

そ
の
甘
さ
は
格
別
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
で
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！（
江
森
）

あとがき

応募先メールアドレス
hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ、FAXまたは応募先メールアドレスへ必要事項
をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に
「白桃」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「サンダル」
応募総数
562件

倉敷市　原 美喜さん

美
咲
町
　寒
竹 

和
恵
さ
ん

赤磐市　三船 主恵さん津山市　山県 冨美子さん

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」「
川
柳
」の

ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

Eメール・FAXでの
応募もOK!!

Ha
pp
y F
rui
ts 
Sm
ile

キャ
ンペ
ーン

（広
報誌
8月
号）

応
募
券

●応募期間
　2021年6月12日～8月31日

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記入ください）／氏名
／電話番号（携帯電話可）／当選した場合のお届け先住所・氏名
（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2021年8月号（vol.16）の応
募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人様何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

応募券を貼ってポストへ！！

●ご注意

庭
一
面
に
約
１
０
０
種
類
の
バ
ラ
や
草
花

が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。
支
柱
や
柵
に
は
、

い
ら
な
く
な
っ
た「
は
で
木
」を
使
っ
て
い

ま
す
。   

　
　
　
真
庭
市
　徳
山 

登
さ
ん

珍しい黒いトノサマバッ
タを捕まえました
高梁市　河原 勉さん

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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PRESENT QUIZ
パズルに答えて、

特産品をＧｅｔしよう！

新型コロナウイルス感染拡大で外出もままならない状況が続いています。本誌は誌面を通じて、厳しい状況の中でも生産者の笑顔や農畜産物・景色の
すばらしさをお伝えすることで、読者の方に一瞬でも笑顔になってもらいたいと願っています。一日も早い終息を願い、その時にはぜひ出かけてほしいとの
思いで編集しておりますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。なお、本誌掲載の商品は総額表示で表記しています。

▼
勝
英
女
性
部
英
田
支
部
の「
む
し
ま

ん
じ
ゅ
う
」が
お
い
し
そ
う
で
、
す
ぐ
に

買
い
に
行
き
ま
し
た
。
初
め
て
行
っ
た

「
ふ
る
さ
と
旬
味
あ
い
だ
館
」で
し
た
が

新
鮮
な
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
！！
買
っ
た「
む

し
ま
ん
じ
ゅ
う
」を「〝
晴
れ
ば
れ
〞見
た

〜
？
」と
言
い
な
が
ら
ご
近
所
さ
ん
に

お
す
そ
わ
け
し
ま
し
た
。

備
前
市
・
フ
ル
ベ
リ
さ
ん（
60
代
）

▼
5
月
で
90
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
猫

の
額
ほ
ど
の
畑
を
管
理
す
る
の
が
身
体

に
い
い
と
思
い
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。倉

敷
市
・
岩
根 

房
江
さ
ん（
90
代
）

▼
家
の
プ
チ
ト
マ
ト
が
そ
ろ
そ
ろ
で
き

ま
す
。
早
く
赤
く
な
ら
な
い
か
な
。
大

葉
は
バ
ッ
タ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。倉

敷
市
・
花
谷 

由
香
さ
ん（
30
代
）

▼
先
月
号
は
誌
面
い
っ
ぱ
い
の
パ
ン
に

目
移
り
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
す

が
岡
山
！
パ
ン
消
費
が
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
な
だ
け
は
あ
り
ま
す
。

矢
掛
町
・
昼
田 

公
子
さ
ん（
60
代
）

▼
津
山
市
福
井
地
区
の
風
景
が
よ
か
っ

た
で
す
。
近
所
で
も
小
麦
を
作
っ
て
い

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
も
っ
と
広
ま

る
と
い
い
で
す
ね
。
津
山
小
麦
を
使
っ

て
い
る
お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。津

山
市
・
平
松 

啓
介
さ
ん（
70
代
）

▼
香
川
の
小
麦
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

小
麦
粉
が
岡
山
で
生
産
さ
れ
て
い
る
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

倉
敷
市
・
磯
永 

由
美
さ
ん（
60
代
）

▼
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
タ
マ
ネ
ギ
が
、
か
わ
い
い
大
き
さ
に

育
ち
ま
し
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
も
タ
マ
ネ

ギ
も
切
ら
ず
に
丸
ご
と
カ
レ
ー
に
し
て

お
皿
へ
。
自
分
で
野
菜
を
作
る
う
れ
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
お
い
し

く
食
べ
ま
し
た
。

浅
口
市
・
三
宅 

志
麻
さ
ん（
40
代
）

▼
先
月
号
の
特
集
に
載
っ
て
い
た
県
立

真
庭
高
校
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
見
て
、
高

校
時
代
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

高
梁
市
・
妹
尾 

香
津
子
さ
ん（
80
代
）

▼
裏
表
紙
の
笑
味
ち
ゃ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

が
と
て
も
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。
簡

単
塩
パ
ン
も
作
っ
て
み
ま
し
た
！

勝
央
町
・
福
田 

尚
美
さ
ん（
50
代
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
今
は
行
け
そ
う
に
あ
り

ま
せ
ん
が
、
パ
ン
は
大
好
き
な
の
で
、

広
報
誌
を
参
考
に
一
度
は
買
い
に
行
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
見
市
・
大
森 

み
と
せ
さ
ん（
60
代
）

▼
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、

な
め
ら
か
プ
リ
ン
が
と
っ
て
も
お
い
し

そ
う
で
し
た
。

真
庭
市
・
松
岡 

愛
実
さ
ん（
10
代
）

▼
家
の
近
く
に
野
菜
づ
く
り
の
上
手
な

義
理
の
妹
が
住
ん
で
い
て
、
た
び
た
び

新
鮮
な
野
菜
を
も
ら
っ
て
助
か
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
新
ジ
ャ
ガ
が
届
き
、
早

速
夕
食
に
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
！！

美
咲
町
・
髙
原 

勇
起
子
さ
ん（
80
代
）

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？ （出題／ニコリ）

最低気温が25度以上の夜のこと
寺子屋では字の̶̶やそろばんを教
えました
地球の中心部にあります
長良川で有名な伝統漁法
親戚の̶̶を頼って仕事に就いた
高速道路のサービス̶̶で一休みした
親潮は千島̶̶とも呼ばれます
帰る客を玄関まで̶̶に行った
力士が腰に締めます
割、分、厘の次
虫が入ってこないように布団の周り
につるします

1
2

3
4
6
9
11
13
15
17
19

鉱石を高温でドロドロにする装置。
高炉とも呼ばれます
川や池の土手のこと
信号機で「止まれ」を示す色
家屋を壊して新しく造り直すこと
墨も料理に利用する魚介
大きな魚はこの形でパック詰めされ
ていることが多い
令和3年の̶̶の日は8月8日。国民
の祝日です
ねぶた祭で知られる県
「五七五七七」などの形式で作られます
飛行機で人や荷物を運ぶこと
井戸端会議中に楽しむもの

2

5
7
8
10
12

14

16
18
20
21

ヨコのカギ タテのカギ

〒713-811363円
切手

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

JA晴れの国岡山
　　　総務企画課
　　「晴ればれ」係

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●その他ご意見・ご感想

※誌面の都合上、すべて掲載できない場合がございますが
ご了承ください。
※みなさまからいただいた個人情報は、投稿コーナーへの掲載や
当選賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可
能性のないものに限ります。
※記載氏名につきましては、ペンネームをご希望の方は、ご自身
のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※Eメールでのご応募の場合もハガキ同様、必要事項を記載の上、
件名に「晴ればれプレゼント応募」と入力し、送信してください。
※投稿いただいたハガキなどは、投稿いただいた時点で掲載可
能承諾済とさせていただきます。

応募締切：２０２１年8月6日（金）消印有効

「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
®

」と
は
、
蒜
山
産
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の

こ
と
！
昨
年
商
標
登
録
を
取
得
し
、
本
格
的
に
Ｐ
Ｒ
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
味
は
ま
さ
に
宝
石
級
！

「
お
湯
を
沸
か
し
て
か
ら
採
り
に
行

け
」と
言
わ
れ
る
ほ
ど
鮮
度
が
落
ち
や
す
い

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
。
高
原
で
育
っ
た「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
®

」は
朝
採
れ
の
た
め
新
鮮
で
、
と
て
も
甘

い
の
で
す
。
糖
度
は
高
い
も
の
で
21
度
も
あ
り
、

そ
の
甘
さ
は
格
別
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ョッ
プ
で
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
！（
江
森
）

あとがき

応募先メールアドレス
hareoka_kouhou@hr.oy-ja.or.jp
FAX：086－476－1840

本誌に関して

ハガキ、FAXまたは応募先メールアドレスへ必要事項
をご記入いただき、ご応募ください。

応　募　方　法

または

正解者の中から抽選で

15人の方に
「白桃」を
プレゼント！！

クロスワードパズル
先月号の答え

「サンダル」
応募総数
562件

倉敷市　原 美喜さん

美
咲
町
　寒
竹 

和
恵
さ
ん

赤磐市　三船 主恵さん津山市　山県 冨美子さん

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」「
お
便
り
」「
川
柳
」の

ご
応
募
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

Eメール・FAXでの
応募もOK!!

Ha
pp
y F
rui
ts 
Sm
ile

キャ
ンペ
ーン

（広
報誌
8月
号）

応
募
券

●応募期間
　2021年6月12日～8月31日

このページ左上にある応募券をハガキに貼付して、下記必要事
項を明記の上、下記宛先まで郵送。
郵便番号／住所（番地、建物名など詳しくご記入ください）／氏名
／電話番号（携帯電話可）／当選した場合のお届け先住所・氏名
（当選者さまと異なる場合のみ記載ください）
（宛　先）〒713-8113 岡山県倉敷市玉島八島1510－1
　　　　JA晴れの国岡山 総務企画課 キャンペーン事務局 宛て

・ホームページに掲載された広報誌2021年8月号（vol.16）の応
募券を印刷して貼付しても、応募は有効です。
・お１人様何回でも応募可能です。
・当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

●応募方法

応募券を貼ってポストへ！！

●ご注意

庭
一
面
に
約
１
０
０
種
類
の
バ
ラ
や
草
花

が
咲
き
誇
り
ま
し
た
。
支
柱
や
柵
に
は
、

い
ら
な
く
な
っ
た「
は
で
木
」を
使
っ
て
い

ま
す
。   

　
　
　
真
庭
市
　徳
山 

登
さ
ん

珍しい黒いトノサマバッ
タを捕まえました
高梁市　河原 勉さん

プレゼント商品はオンラインショップでも
買うことができます!!
◀◀◀Webサイトはコチラから

地
域の
良さ再発見

!!
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・ボウルにザルを重ねクッキングペーパーを敷き、上にヨーグルトを載せる。ラッ
プをして冷蔵庫で一晩水切りする。

1. 水切りヨーグルトをボウルに移し、はちみつを混ぜる。
2. 白桃を洗って皮をむき、種に沿ってカットする。キッチンペーパーで水気をとる。
3. 食パンの耳を切り落とし、片面にマーガリンを塗る。ラップを敷き、その中央
に食パンを１枚置き、①の半量を中央が盛り上がるように載せる。白桃を並べ
て、上から残りの①を載せ、もう１枚のパンで挟み、ラップでしっかりと包んで、
冷蔵庫で30分～１時間ほど冷やす。

　★ポイント！…冷やすことで白桃とヨーグルトが馴染んで、切りやすくなる。
4. 冷蔵庫から取り出して、ラップごとカットし、ミントを添えたら完成！

農と地域の未来をみつめて

JA晴れの国岡山
自己改革×SDGsの取り組み

特　集

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌

h a r e  b a r e

晴
れ
び
と
！

魅
力
あ
る「
白
皇
®
」

　県
内
一
の
産
地
に

h a r e  b a r e

発　行　晴れの国岡山農業協同組合　〒713-8113 倉敷市玉島八島1510番地1
編　集　総務企画課　TEL.086-476-8092　https://www.ja-hareoka.or.jp/
発行日　2021年7月20日発行（毎月20日発行）

Vol.16　2021年　8月号 
ホームページ
随時更新中！！

2021

vo l .16
8

[準
備
]

[つ
く
り
か
た
]

まるごと白桃のフルーツサンド（水切りヨーグルト使用）

[ 材 料／ 4切分 ]
■白桃………………………２個
■無糖ヨーグルト…………４００g
■はちみつ………………大さじ２
■8枚切食パン………………４枚
■マーガリン…………………適量
■ミント……………………飾り用
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